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次に MMP-10 ノックアウトマウスの腹膜の CTGF 

mRNA 発現を解析した．CG 投与野生型マウスでは
CTGF 発現は 3.7 倍に増加したが，CG 投与 MMP-10

ノックアウトマウスでは，ほぼベーサルレベルまで
CTGF 発現が低下していた（図 3）．

これらの結果から，in vivo において CTGF 阻害は
腹膜の MMP-10 を抑制し，また MMP-10 阻害は腹膜
の CTGF 発現を阻害することを明らかにした．CTGF/

MMP-10 系は腹膜線維化において vicious cycle を形成
する可能性が示唆された．

4　考　察

腹膜線維化進行過程においては細胞外基質産生と分
解が同時に生じている．筆者らは過去に CG による腹
膜線維症モデルマウスにおいて，誘導型全身性 CTGF

ノックアウトマウスが腹膜線維症を軽減させることを
報告した1）．CTGF は細胞外基質を増加させる増殖因
子である．一方，筆者らは，細胞外基質を分解する
MMP-10 に着目し，CG 投与 MMP-10 ノックアウトマ
ウスは腹膜線維症が軽減することを示してきた．
CTGF と MMP-10 の二つの因子をそれぞれ阻害する
ことにより腹膜線維症が軽減することから，これら 2

因子におけるクロストークに着目した．
CG 投与誘導型全身性 CTGF ノックアウトマウスに

おいて腹膜の MMP-10 が低下することを示した．CG

投与誘導型全身性 CTGF ノックアウトマウスは腹膜
の炎症やマクロファージ浸潤が低下することを報告し
てきた1）．また腹膜中皮細胞において，TNF-�>刺激は
MMMP-10 を誘導することを認めていることから3），
炎症性のサイトカインの減少を介して，腹膜の MMP-

10 が減少したことが推測される．
CG 投与 MMP-10 ノックアウトマウスにおける腹膜

図 3　クロロヘキシジン投与全身性 MMP-10 ノックアウトマウ
スの腹膜組織の CTGF mRNA 発現
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図 2　クロロヘキシジン投与全身性 MMP-10 ノックアウトマウスの腹膜組織の MMP-10 発現
　野生型もしくは MMP-10 ノックアウト（KO）マウスに，PBS もしくは 0.1％ クロロヘ
キシジン（CG）を週 3 回投与した 4 週間後の腹膜組織．CTGF 免疫蛍光染色．矢印は中皮
下腹膜線維化組織厚を示す．

CG

PBS

野生型マウス MMP-10 KO マウス
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線維化軽減機序について解析を進めている．CG 投与
MMP-10 ノックアウトマウスは CG 投与野生型マウス
に比して，fibronectin 発現や炎症に関連する Ccl2，
Emr1 発現が低下している．今回 CTGF 発現について
も低下していることを示した．CG 投与野生型マウス
では CTGF 発現の増加に伴って，MMP-10 の増加，
さらに CTGF 発現と vicious cycle を形成している可
能性が示唆される．しかしながら，今回 MMP-10 の
CTGF 増加機序については解明できておらず，今後の
解析が必要である．

5　結　論

長期間の腹膜透析療法により腹膜線維化の亢進が認
められる．腹膜線維化モデルマウスにおいて CTGF

と MMP-10 発現は亢進し，CTGF を阻害することで
MMMP-10 を抑制でき，また MMP-10 を阻害するこ
とにより腹膜線維化の抑制，CTGF の抑制が認められ
た．今後，この機序を解明することで腹膜透析におい
て vicious cycle を阻害することによる腹膜の線維化抑
制となりうる可能性が示唆された．

令和元年度日本透析医会公募研究助成により得られ

た成果は，現在原著論文として投稿準備中のため，二
重投稿となることを避け，本報告書ではその概要を総
説的に記載した．
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﹁東日本大震災から 10 年・高齢者透析現場の激変﹂  �   山陰　敬　

学生の頃から内科医を志していた私だが，講義や実習を受けてみて，東北大学の内科教室の中では第二内

科が自分に合っていると考え，卒業後は 2 年間の初期研修を経て 1978 年 6 月に吉永馨教授の門下生となっ

た．腎臓グループに属し，古山隆助教授，齋藤寛講師（元長崎大学学長），斉藤喬雄先生（福岡大学名誉教

授），のご指導の下で，腎病理を中心に腎臓病学の勉強に励み楽しい医局生活を送った．学位受領後 1985 年

4 月に仙台市立病院に赴任，超急性期病院であるため維持透析患者は少なかったが，腎生検や急性血液浄化

などに多忙な臨床医生活を 21 年間送った．この間，道又勇一先生，田熊淑男先生を始めとする第二内科の

諸先輩や，関野宏先生を始めとする他教室の先輩各位に懇切丁寧なご指導をいただいた．その後ご縁があっ

て 2006 年に道又先生の（医）盟陽会泉ヶ丘クリニックに転じた．盟陽会では患者増加に対応すべく 2005 年

に隣接する富谷市に富谷中央病院を開設して一般診療機能を移転しており，泉ヶ丘クリニックは血液透析専

門病院に特化する方針になっていたため，その業務を担うこととなった．透析ベッド 47 床，一般病棟 38 床，

療養病棟 60 床で，私が異動したときには入院透析患者は療養病棟に 40 名のみだった．2007 年から 2008 年

にかけて一般病棟も使用して，看護師を補強しつつ入院透析患者を 80 人以上に増やした．医局の先輩・同

僚が関係する県内の透析施設に声がけしたところ，通院透析不可能の高齢患者を多数，比較的短期間に依頼

を受けた．これほどまでに通院困難な高齢透析患者が多いのかと我ながら驚いた．その間の状況については

『当院における高齢入院透析患者の現状と問題点』と題して日本透析医学会学術集会に第 5 報まで報告して

いるので参照されたい．大震災までの紹介患者は，『歩けない』『家族に介護力がない』等，単純な理由によ

る通院不能患者が大半であった．

2011 年 3 月 11 日（金）14 時 46 分私は泉ヶ丘クリニックの 1 階にいたところ突然揺れを感じ，数秒後や

や弱まったと思った瞬間，激しい揺れに襲われた．とても立っていられず，壁にすがりついたまま収まるの

を待ち，2 階の透析室に駆け上がった．幸い一部透析の患者は全員透析を終了しており，二部透析の準備中

であったため透析中の患者はいなかった．コンソールは従来ロックフリーとしてあり他の機器ともども転倒

はなかった．すぐ停電し透析機器やエレベーターが停止した．水道は病院脇を通る本管から取水しているの

で断水に見舞われることはなかった．3 カ所の病棟を巡回してすべての入院患者の無事を確認した．余震が

続き停電も回復しない状況では透析施行は困難と判断し，15 時 30 分に二部透析の中止を決定した．集まっ

た患者にカリメートないしアーガメイトゼリーを配り，果物等カリウムの高い食品を摂取しないよう，また

水分も極力制限するよう伝えた．通信手段も全く途絶しているため，情報伝達には患者または家族が毎朝来

透析医のひとりごと透析医のひとりごと
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院するよう徹底した．夕方になるとボイラー損壊のため暖房と給湯が不可能になったことが判明した．病院

は仙台市西北端に所在するため，津波による被害はなかった．翌 12 日（土）昼 0 時過ぎに電気が復旧した

ので機器の点検を開始し夕方までに問題なく作動することを確認した．翌 13 日（日）に 11 日（金）の二部

透析患者と 12 日（土）の全員分の透析を行うことを決定した．13 日（日）は朝から全員一律 3 時間で透析

を開始したが，ボイラー損壊のため透析液温度が上げられず，同時透析は 20 人が限度だった．合計 5 クー

ルを行い，終了したのは 14 日（月）午前 3 時だった．休む間もなく直ちに 14 日（月）の透析の準備を始め，

しばらく一律 3 時間等やりくりしながら辛抱の透析を続けて，3 月 19 日（土）にボイラーが復旧，3 月 28

日（月）から通常の透析体制に戻った．震災関連の死亡患者はいなかった．病院の建物に外見上損傷はなか

ったが本館の西北側が 20 cm ほど陥没し，内部の配管損傷が至る所で発生した．このため冷暖房に支障を

きたし修理費も多額となるため，思い切って移転することとし，約 3 km 離れた現在地に 2013 年 12 月に新

築移転した．病床数は変わりないが，透析ベッドを 50 床に増やした．決断が早かったため工事期間も短く

工費も抑えることができた．

ここからは東日本大震災後の入院患者の状況の変化について 2012 年の学会報告のため 2011 年秋にまとめ

たデータに基づいて述べる．

2011 年では，入院患者で意思疎通可能な患者が 58％ いたが，2021 年では意思疎通可能な患者は数人しか

いなかった．透析室への患者移動は 2011 年には自力歩行が 12％，車椅子移送が 60％，ベッドのままの移動

が 28％ であった．これに対し 2021 年 3 月では，自力歩行 4％，車椅子移送 35％，ベッドのままの移送が

61％ と搬送状況が極めて悪化している．

透析室への患者の移送については，旧病院では透析室が本館 2 階，療養病棟が新館の 2 階と 3 階にあった

ため移動するには 2 カ所のエレベーターを乗り継がなければならず搬送に手間がかかっていた．新病院では

透析室を 2 階，療養病棟を 3 階，一般病棟を 4 階と垂直移動のみですむよう設計した．しかしベッドのまま

の移送の比率が激増し，状況はあまり好転していない．一方，経管栄養・胃瘻の患者は 2011 年が 22％ だっ

たが，2021 年が 26％ と増加していた．また，ブラッドアクセスを見ると長期留置型カテーテル挿入患者が

2011 年は 11％ だったのに対し，2021 年には 18％ とこれまた増加していた．ここ数年は紹介患者の初診時

の重症度が高まる一方である．ほとんどが寝たきり状態で，脳血管障害患者，強度の認知症患者，下肢切断

患者，長期中心静脈栄養患者，誤嚥性肺炎を繰り返す患者，担癌患者，心肺停止状態から回復した患者など

など，こんな人にも透析しなければならないのかと正直思う患者が激増している．現行法制では透析を中止

するわけにもいかず，矛盾を感じながらも続行しているのが現状だ．日本透析医学会でも透析療法の『見合

わせ』の議論は活発になってきているようだが，一旦開始した透析を止めるわけにはいかないのなら，透析

導入の基準を厳しく見直すべきと考える．透析導入は腎臓内科を持つ急性期病院でなされることが大半であ
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ろうと思われるが，導入に当たっては，高齢者ほどその患者のこれまでの人生，本人の信念，家族との関係

など背景を十分に考慮しなければならないと思う．透析導入がかえって本人に苦痛を与えるだけになること

もしばしば目にすることだ．透析導入病院には『とりあえず導入』，や『後は野となれ山となれ導入』は是

非止めていただきたい．また透析医療費には多額の国民の税金が投入されていることを，導入病院のケース

ワーカーは事前に患者および家族に十分説明して理解してもらい，毎回の透析は貴重で決しておろそかにで

きないのだとの自覚を持たせることも大切であろう．モンスター化を未然に防ぐ『患者道』の周知徹底が重

要と考える点で，本誌 4 月号の著者である畏友・宍戸洋先生とは意見が一致している．

　2006 年に勤務してから，700 人を超える『行き場のない』透析患者を診てきた．ある意味，これも社会

貢献と考えて矜持を持って取り組んでいる．かなりのストレスがあるだろうに，高い志を抱いて前向きに仕

事に励んでくれる職員一同に感謝しつつ筆を擱く．
盟陽会泉ヶ丘クリニック（宮城県）　



日本透析医会雑誌　Vol. 36　No. 2　2021340

﹁不確かな記憶　透析 1970 年代﹂  �   稻本　元　

腹膜透析

1969 年 4 月，自殺目的で昇汞（HgCl2）を飲み急性腎不全に陥った看護師さんで初めて腹膜透析を経験し

た．アメリカ帰りの山吉亘助手の指導の下，臍の近くにトラカールで穴をあけ，テンコフのカテを挿入し，

ガラス瓶やイルリガートルで混合した電解質液等を注入，排液中の水銀量を継続測定した．

当時病棟には白い琺瑯の金だらいに昇汞と水が溜めてあり，手の消毒，手洗に使っていた．

意識不明であった患者は回復，退院した．自殺の意思を無視するのに釈然としない部分があった．内科学

会地方会で報告した．

後にラット腎臓を単細胞に遊離し，30 万個/シャーレで培養し，3H でラベルした前駆物質の取り込みを，

液体シンチレーションカウンタを用い DNA，RNA，タンパク合成を見る方法で HgCl2 の影響をみた．予想

に反し，低濃度では合成を促進し，ある濃度以上で用量依存性に抑制する 2 相性の反応が見られた1）．緒方

洪庵が薬として昇汞を使用したようである．還元剤は腎細胞の活性を高めるが，水銀に対し感受性を高めた．

免疫不全と結核

ヒト末梢リンパ球を PHA で刺激，培養し DNA 合成を見ると腎不全患者のリンパ球は反応性が低下し，

患者血清には健常人リンパ球の反応性を抑制する物質があり，同時に反応を支える物質が不足することを見

出した．そんな時キール型ダイアライザーで透析中の患者の心臓が目の前で停止，心臓マッサージをしたが

回復しなかった．高カリウム血症であった．病理解剖で粟粒結核が判明した．もう一人粟粒結核で死亡した．

当時慶応大学病院の維持透析患者は 4 人で，平均 4 年継続中，全国平均のおよそ 2 カ月に比べ良い成績であ

った．結核が専門の青柳先生に相談した．多すぎるという．免疫不全と粟粒結核が頭の中で融合し，後に文

部省の助成で 293 頁の著書 “透析患者の結核症―免疫不全下の感染症” を出版した2），文章も図表も手書きで，

視力が 2.0 から 1.5 に低下した．虎の門病院の三村信英先生が会長であった日本透析療法学会で著書と同名

の演題で特別講演に推薦され NHK ホールで 3,000 人の聴衆とロビーではテレビ中継という講演を若造にや

らせてくれた．講演を聞いた某大学の教授から，内科の教授に来ないかと誘われた．

透析医のひとりごと透析医のひとりごと
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血清肝炎の蔓延

浅野誠一教授に「透析室に行ってくれ」と言われて，透析室の勤務になった．1 学期，1 年，2 年が過ぎ

ても病棟に帰れという指示がない．なぜだ，そして，後任が来ない理由に気が付いた．その当時以後 7 人の

医師，看護師，技師が “血清肝炎” に罹患，医師一人は学位の研究を断念，看護師一人は長期休養，医師一

人は慢性肝炎，後年肝硬変で出血が止まらず死亡，看護師一人も慢性肝炎，強ミノ注射を続け，インターフ

ェロンの出現が間に合いウイルスは減少，抗ウイルス薬も間に合いウイルスは消失するも，肝硬変，肝臓癌，

何度かの手術や IVR 的手法で治療し回復したが，CA19-9 が 20 万 U/mL にも急上昇し死亡した．二人には

最後まで付き合った．この様な事情を予測できた医局員は婉曲に透析室担当を断っていたのだ．当時透析患

者に肝炎は多発するも，肝炎ウイルスは同定されておらず，輸血には肝炎の既往がなく，GOT，GPT が正

常であれば売血でも可能で山谷，釜ヶ崎の日雇い労働者も売血していた．エリスロポエチンはなく透析患者

のヘマトクリットは 23％ 程が多く，17％ 程度が透析可能の限界であり，それ以下では輸血した．透析開始

時は血液でプライミングし，透析後 ACD ボトルに体外の血液を貯蔵し，次回のプライミングに使用した．

慶応病院では手術室より透析室で使用する血液の方が多かった．血清肝炎感染対策を始めた．足踏みの水道

手洗い，紙タオル，ディスポーザブルの布製でないブルーシーツを透析室の主任看護師が外の会社と交渉し

て作らせた．現在一般に使用されている．天井に紫外線ランプを付け，夜間点灯し透析室内を殺菌3），床は

毎日水洗，穿刺時は手袋を使用，肝炎患者は隔離室で透析，マスク，帽子，フェイスシールド，ガウン，長

靴を使用した．オーストラリア抗原が見つかり，B 型肝炎ウイスが発見され，nonA-，nonB，そして今の C

型肝炎ウイルスが同定され，肝炎の発生は減少した．

1960 年代型透析

1 日に患者 2 人を医師 2 人，看護師 2 人，技師 2 人，補助さん 1 人で，朝早くから夜までかかって透析した．

薬局で調剤した透析液用粉末を 200 L のタンクに水道水を満たし，風呂桶用のかき回し棒でかき回し透析液

を作り，厄介な膜張，セロハン膜 4 枚をホルマリン漬けから目の痛みを我慢し，そーっと引き上げ，キール

型のプラスチック台に破れずに張れるまで患者は待ち，8 時間の透析が始まる，開始が昼頃になる事もしば

しばであった．患者は週 2 回，透析日に入院し，退院した．保険本人以外は 5 割負担で，1 回の透析が 5 万円，

二幸のとんかつ定食が 100 円，池袋から茗荷谷までのスクールバスが片道 7 円 50 銭，初任給が 1 万 3 千

800 円と謳われた頃である．保険本人以外透析は費用の面で困難で，だれを透析するか，しないかが大学で

講義された．
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コイル型ダイアライザーの出現

泉工医科工業先代の青木さんには種々の機器を作成してもらった．プラスチックの表面に小さな多数の先

端無し四角錐を刻んだキール型ダイアライザー，透析液製造タンク，除水用陰圧発生のホースダウン装置，

回路，使えなかった多種の血液ポンプ，プラスチックチューブを火で炙り，一瞬強く引っ張り伸ばし，細い

ところを切断して作り股静脈に 2 本挿入して使用するシングルルーメンカテーテル．更に大澤炯講師，後の

琉球大学医学部長，の注文で日本初のディスポーザブルの長さ 1 m 程と，大きい積層型ダイアライザーを作

成，実用にならなかった．青木さんは注文の機器をこちらが納得のいくまで作り直す，結果，5 回破産した．

その後，コンパクトなコイル型ダイアライザーを作り，販売開始，包装を破ればすぐ使用でき，透析の用意

が楽で速くなった．コイル型は職人の手巻きで，休み前，盆と正月には急いで巻くので破れ，しばしば漏血

した．

透析液

1960 年代に透析室ができたころ，内科，外科，泌尿器科，産婦人科から医師が派遣されていたが，最初

に外科が抜け，産婦人科が抜け，泌尿器科医師一人と，内科医師数人になった．その後泌尿器科も抜けたが，

かなり後に戻ってきた．

この様な時代に日本透析研究会は製薬会社に透析液を作るよう要請し，次々断られた．透析液は安いうえ

に重く，一般道のトラックと国鉄が主たる輸送手段の時代，全国に配送するのは困難だったからであろう．

20 番目を過ぎて扶桑薬品がブドウ糖など点滴液を作っており，透析液の製造販売を引き受けてくれた．当

初は大阪森ノ宮から全国に発送された．災害を考え，東日本の茨城県に 2 つ目，更に社長戸田さんの故郷岡

山に 3 番目の工場を作り，現在何処かで災害が起きても透析液の供給ができるという．更にドレイクウィル

コックの供給装置が自動で透析液を作成してくれる時代になった．

多人数同時透析

後に稲城市立病院長で病院を建て直した和田孝雄講師，学生運動のリーダーであった相沢絋助手などの尽

力で多額の寄付を集め，大学の資金を使わず，看護師も外部からリクルートし，慶応病院内で，共産党オル

グのストにより病棟閉鎖に追い込まれていた場所に広い透析室と研究室の腎センターを作り，多人数同時透

析を始めた．珍しいので透析研究会で発表した．透析はコイル型ダイアライザー使用で週 2 回各 6 時間と短

くなった．当時収益は大変よく病院各部門の中で，駐車場と収入 1 位を争った．後に権力を取り戻した医学

部教授会から目の敵にされた．　
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学会への招待

扶桑薬品が透析研究会に出席する医師，看護師，技師，栄養士等をホテル宿泊に招待してくれ，多くの関

係者が旅行も兼ねて研究会に出席し，それぞれの病院，クリニックのスタッフが学会の地で一緒に食事を楽

しむ風習が出来，学会出席者が多くなり，その人たちを目当てに機械屋，製薬会社，食品会社等も展示に出

店，売り込み，そこで鞄，サンプル等をもらうことを楽しみに，冷やかしに行き，活発な医療情報交換が行

われることになった．

終わりに

世界一と言われる日本の透析医療が未発達の時期に，今振り返れば適切に後ろから押されていた事に感謝

している．
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﹁私と透析と太田和夫先生＊﹂  �   須田昭夫　

私は 1969 年 3 月，福島県立医科大学を卒業してすぐに医師免許を与えられた．無給医の温床であったイ

ンターン制度が廃止されていた．最初の臨床研修は山形市立済生館病院の内科で行った．指導医は同門の腎

臓内科医，大沼央先生と土田秀一先生らであった．当時では珍しい腹膜透析を，1 年以上続けている患者さ

んの担当医となった．このときの経験が，私の進路を決める原点になったのかもしれない．当時の腎臓病学

は，腎疾患の分類と治療法の探索に腐心していたが，病因論を飛び越えていきなり腎不全の治療に関わった

ことは，むしろ新鮮であった．

医師としては早速，食欲と意欲に欠ける患者さんに直面したが，子どもの頃から母に料理の手ほどきを受

けていた知識が，大いに役立った．私の母は万事控えめな人であったが，こと料理に関しては「主婦はお料

理のプロですからね」というような人であった．

1970 年 4 月からは国立東京第一病院（東一，現在の国立国際医療研究センター病院）内科に移った．副

院長の河野実先生を始め，内科各科の医長先生方には大変お世話になった．内科の全診療科を 3 カ月ずつ巡

回する研修は美味かつ濃厚，栄養満点であった．ここでもなぜか腹膜透析患者さんの担当医となり，廃液困

難と格闘した．血液透析は泌尿器科の広川先生が担当しており，スタンダード・キールを使用していたが，

透析膜のセッティングと，ホルマリンの匂いを思い出す．東一の先生方は，研修医の教育にとくべつの熱意

をもっておられた．院内すべての科の抄読会や CPC には，研修医が自由に出席できた．私は脳外科，神経

内科，循環器内科，消化器内科には，とくにお世話になった．内科研修医が自主的に行う抄読会も，収穫が

多かった．聖路加・虎ノ門病院を交えた 3 病院合同カンファレンスは，ハイレベルであった．じつは私の妻

も同期の内科の研修医であったが，同僚はたまたまの同姓だと思っており，私たちも，そう見える様に努め

た．2 年かけて内科をちょうど一回り終えるころ，東京女子医大が腎臓科の助手を募集していた．当時の東

一には腎臓内科がなかったためすぐに応募したところ，心臓外科の重鎮であった榊原仟教授と，血液透析を

担当する太田和夫講師の面接を受けた．調査は終えていたらしく，即決で心臓血圧研究所に採用され，昭和

47 年 4 月に発足した腎センターの最初の助手になった．榊原教授は廊下ですれ違うと，「太田先生のところ

に来てくれてありがとう，何か問題はありますか」などと気さくに声をかけて下さった．

東京女子医大腎臓病総合医療センターは，1970 年 1 月，太田先生が女子医大心研に招聘されたことに始

透析医のひとりごと透析医のひとりごと

＊ 元東京女子医科大学名誉教授/元日本移植学会理事長/元日本透析医学会理事長
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まるが，人工心肺の使用後に発生する腎不全の救命を目指していた．同年 3 月には，女子医大心研で最初の

血液透析が行われたが，血液を体外循環させるために人工心肺に似た感覚があり，心研の手術室で行われた

という歴史は感慨深い．

1971 年 5 月に行われた日本初の生体腎移植は，組織適合性にこだわって満を持して行われた結果，長期

生着して信頼を得ることにつながり，様々な良い影響を残した．太田先生の長期的視野に立った，堅実な計

画であった．

1971 年 7 月，早くも同時透析 20 床の透析室が心研に併設された．72 年に私を助手第 1 号として採用した

太田先生はいきなり，「須田君な，僕はここに内科，外科，小児科，泌尿器科を集めて，腎臓病の総合医療

センターを作って，腎臓移植をしたいんだよ．移植をするためには，腎臓病の人や血液透析の患者さんを集

めなければならない．よろしく頼むよ」と語られた．「今，私たちは人けのない寒い海岸にいるようなもの

だ．凍えないためには，まず枯れ枝を拾ってきて火を起こそう．煙を見た人が薪をもって集まってくれば，

大きな火になるだろう．あとは運だ」とも語られた．とことん，人間を信用する人であった．透析室は同年

12 月，人工腎臓センターとして診療科に昇格した．ほぼゼロから始めて 3 年足らずであった．その後，専

属の医師が続々と採用されていった．のちの東間弘教授，杉野信弘教授，阿岸哲三教授，新潟大学高橋公太

教授らは，このころに着任された．のちにサイコネフロロジー研究会を立ち上げた春木繁一先生と，はじめ

てお会いしたのもこの頃である．大学に既存の泌尿器科は，梅津隆子教授を腎センター初代所長にお迎えし

て合流した．太田先生は既存の泌尿器科に対する礼を尽くし，自分が初代所長となることを嫌った．太田先

生はいつもこの調子で，後日，アジア移植学会を立ち上げたときにも，「アジアに育つ学会だから，第 1 回

目をアジア最果ての東京でやってはいけない．アジアの人たちが喜んで集まる所でやろう」と言って，イン

ドネシアの有名な観光地，バリ島で開催した．

透析室には「テクニシャン」と呼ばれる多数の若者が，透析の実務を担当していた．彼らに対して太田先

生は，「事故があれば，君たちは無資格者と呼ばれます．しかしすべての責任は私がとります．安心して仕

事をして下さい．必ず国家資格をつくるので，それまでは事故がないように気を付けて欲しい」と語ってお

られた．初代技師長江良和夫氏の，超人的な働きにも感謝したい．

透析関連技術と腎臓移植の研究が進められたが，太田先生は，新しい試みはすべて学会に報告して論文化

するように命じていた．成功も失敗も，学会・研究会の知的財産とするべきだという信念であった．

1974 年 11 月，活性炭を用いた血液吸着を肝不全の治療に使用した．1977 年 6 月，血液濾過透析（HDF）

を開始．同年 7 月，血液濾過法による治療（HF）を開始．1979 年 3 月，本館に移転し，同時透析 40 床と

なった．4 月，太田先生が外科教授に就任．5 月，遠心分離法による血漿交換療法（PP）開始．11 月，二重

ろ過血漿分離交換法（DFPP）開始．同年，学会認定の「透析技術認定士」制度が発足し，1980 年 3 月，待
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ちに待った第 1 回透析技術認定士試験が行われた．5 つの学会が認定する資格には，多数の合格者が生まれ，

苦節 10 年が祝福されたが，資格はまだ学会認定であって国家資格ではなかった．1983 年 4 月，太田先生は

腎臓病総合医療センター所長となった．

この頃，ある病院の透析室で「無資格者医療問題」が大きな話題となって，太田先生は進んで証言台に立

った．「私のところにも，あなた方が無資格者と呼ぶ技士がたくさんいます．その技士を育てたのは私です．

その意味で私が罰せられることは構いません．しかし，みなさんは現実を知らなすぎます．あなた方が無資

格者と呼ぶ技士が操作する，人工腎臓のおかげで生きている人がいま，日本には 7 万人もいます．人工腎臓

は機械ですが，看護学校では電気工学を教えていません．私は技士を育て，国家資格を作るために努力して

きました．しかし国は一向に動きませんでした．法律と現実が合わなくなれば，法律のほうを変えるべきで

すが，国はそうしなかった．責められるべきは国であります．」

同席した技士たちは泣いていた．太田先生の熱弁は公文書となった．もはや事態を無視できなくなった政

府はすぐに動いた．翌 1987 年，「臨床工学技士法」が制定され，国家資格が作られた．

太田和夫先生は無資格の「透析技師」を採用して育て，関連学会，関連省庁，政治団体などに働きかけて

国家資格化に奔走し，5 学会認定の「透析技術認定士」制度をつくったが，ここにようやく最終目標に達し

たことになる．今日の医療の趨勢を見ればこの国家資格化は，ごく自然な流れのようにも見える．

太田名誉教授の奥様は，「臨床工学技士という国家資格を作るために，太田は自分の時間を最もたくさん

使っていたように思います」と語っておられる．先見の明と多大な労苦による資格化であった．技士たちと

の信義は貫かれた．

資格化交渉を振り返ると，厚労省は「認定されるべき人たちを育成して下さい」「その人たちの能力の基

準を作ってください」「まず学会が認定して下さい」「一定の人数に達することが必要です」「資格化には永

続性の証明が必要です．公的免許を与えると，取り消すことができませんから．」「教育システムと教科書，

試験制度を作って下さい」「有資格者が指導者になる，自律的なシステムが必要です」などと，次々と課題

を与えた．

官庁がするべき業務を行わず，責任と実務をすべて太田先生個人に任せ続けたわけである．これらを一つ

一つクリアーして，関連する 5 つの学会の意見をまとめながらテキストを作り，講習会を開き，試験を実施

して学会認定の資格をつくり，それを一つの国家資格にまで高めることは，論文の数や学会の地位のような

個人の業績としては評価されにくいが，日本の医療に与えた功績は偉大である．

数かずの著書を刊行し，血液透析治療の普及に努めた太田先生の最大の著作は，1974 年刊行の「人工腎

臓の実際」であるが，「ドラ息子を抱えたように，手がかかる」とおっしゃりながら，しばしば改定を繰り

返しておられたのは，人工腎臓普及への思い入れによるものであった．約 30 年後の 2005 年，著者に盟友秋
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澤忠男，秋葉隆，川西秀樹，斉藤明，佐中孜各先生を加えて改定第 5 版が刊行された1）．私は大学を離れて

開業したが，暫くたったころ，太田先生から電話があった．「君は放って置くと患者さんのことばかりして

いる．私が一人で欧州に行くときには一緒に行こう．私と一緒なら，患者さんも許してくれるだろう」と言

って下さり，その後は海外での委員会や打ち合わせがあるときに，ご一緒させていただいた．パリのセーヌ

河畔を散歩しながら太田先生がベルレーヌの詩を暗唱して，現地の教授が驚いたことや，著名な教授が，パ

リノートルダム寺院が見える自宅で，下足で歩く床に落とした氷を自分の酒に入れて飲んでしまった事件な

どが思い出される．いつも涼しい国では，衛生観念が独特らしい，というのが私たちの結論だった．太田先

生は往復の機中や空港ではいつも原稿を書いておられ，「こういう時に書いておかないとね．今回は 3 本書

けた」などと言っておられた．

帰国時には「日本はいいね．清潔で，安全で，食べ物がおいしい．そして日本語が通じる」とおっしゃっ

た．どこにいても会話に不自由しない太田先生も，駄洒落が通じる日本が大好きだったのです．前田貞亮先

生とお会いになると，とくに喜んでおられた．

私はいま，東京保険医協会会長として，日本の医療，介護，福祉，教育，雇用を改善する活動，その他を

行っています．

文　　献

1） 太田和夫，秋澤忠男，秋葉　隆，他：人工腎臓の実際．東京：南江堂，2005．

須田クリニック/東京医大臨床教授（東京都）　
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﹁14. 日本透析医会の黎明期を彩った人々―1﹂  �   山㟢親雄　

平成 26 年に，当時の事務局長から，主として日本透析医会（医会）の法人化以前の資料を整理するよう

依頼され，段ボール 10 個ほどの資料が届きました．最初の資料は，昭和 53 年の診療報酬改定による透析医

療費の大幅な引き下げを受け，名古屋の太田和宏先生が主として全国の民間透析施設へ呼びかけ，次回診療

報酬改定対応を行うための組織の立ち上げに関するものでした．

その後も，主としてこの資料を基に神田秘帖を書いて参りましたが，5 年越しに資料の整理が終わりまし

た．最終的には，段ボール 1 杯分を残し，残りは全て廃棄処分とすることにしました．

ということで，古い資料を用いた神田秘帖も，日本透析医会雑誌今年度第 3 号で終わりにします．最後の

2 回は，寂しいことですが多くの方の追悼を兼ねて，日本透析医会の黎明期に関与された方々について書こ

うと思います．

まずは法人化直前の，幻の日本腎不全対策協会（神田秘帖 5）の理事の方々です．医会の理事は当時から，

専務理事・常務理事以外に，地域から推薦される理事と，会長が推薦する理事がありました．ここでは後者

の理事について．

飯田喜俊先生：山川眞常務理事の推薦だったでしょうか．透析というよりも腎生理学を専門とする臨床家

であり，現日本透析医会会長の秋澤忠男先生との共著『臨床透析ハンドブック』は第 4 版まで重ねられまし

た．医会の中でも多くの学術的な功績を残され，現在の日本透析医会雑誌の体裁および内容は，飯田先生が

広報委員長を担当されておられた時からのものです．

太田和夫先生：個人的には，わが国の透析を牽引した 3 人のうちの 1 人と評価しております．わが国初の

生体腎移植を実施した外科医で，後に日本透析医学会および日本腎移植学会の理事長も務められました．そ

れにもまして，多くの先生が東京女子医大腎センターで研修されたことこそ大いに評価されるべきです．講

演は全国に及びましたが，講演の行き帰りの列車で，原稿を一本書き上げるという筆の速さは有名でした．

翁久次郎先生：知る人ぞ知る富山県に多い姓です．厚生事務次官を経験し，大平内閣時代は内閣官房副長

官でした．もちろん，医会が法人化する際のキーマンで，この方が理事に就任した時点で，医会の法人化は

大きく前進したと思われます．厚生省の推薦だったでしょうか．

小高通夫先生：いろいろな評価のある先生ですが，個人的には小高先生こそが，わが国透析医療の礎を築

神田秘帖神田秘帖
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いたと思っています．なかでも，わが国が世界に誇る統計調査は，ほぼ 1 人で完成させ，継続されてきまし

た．後日，その統計調査をもとにした発言で，透析の表舞台から退くことになったのは，なんとも皮肉なこ

とでした．医会が組織される前の，透析診療報酬に関する厚生省への要望と情報提供は，日本透析医学会の

代表者として小高先生がやっておられました．医会の事業や医学会との関連から，必ず理事に入ってほしい

先生だったと推測します．

小出桂三先生：帝京大学市原病院に勤務されておられ，常務理事の鈴木満先生（東葛クリニック・千葉

県）の推薦で理事に就任されたと思われます．著書として共同編集の『慢性腎不全の薬物療法』や，監訳さ

れた『レジデントのための腎臓病学』などがあり，医会の中の学術部門を担当されていました．

杉野信博先生：「早すぎる透析導入」が問題となった時点での日本透析医学会理事長でした．直後に医会

では，適切な透析導入に関するシンポジウムを開催し，同時に杉野先生にお願いし，「透析導入基準」を作成，

提案していただきました．その後この基準が改変され，この時一緒に検討していただいた川口良人先生を班

長とする厚生科学研究の成果として報告され，今なお用いられています．最後まで，医会雑誌に，絵手紙の

ような随筆を書いていおられました．

園田孝夫先生：当時の日本移植学会理事長です．日本腎不全対策協会の事業は，腎疾患の予防治療から，

腎不全保存療法・透析医療・移植医療までと幅広いものを考えていましたから，移植医療支援のためにも，

理事に就任いただいたものと思われます．

矢野亨先生：日本医師会常任理事．厚生省が示した医会法人化のための 3 条件の一つに，医師会の承認が

あげられていました．そこで，医会の事業を十分承知したうえで医師会の推薦をと考え，理事に就任してい

ただいたと推測します．

田村武敏先生：日本透析医会顧問弁護士として，法人化へ向けた定款整備などを担当されました．事務所

が虎ノ門にあったことと，富山県出身ということから，先述した翁先生とのご親交があったかとも推測され

ます．医会雑誌 Vol. 2（No. 3）の巻頭論文で，日本透析医会初代会長の稲生綱政先生が「日本透析医会回顧

録―私の日記から―」の中に，田村先生の役割を書いておられます．

三村信英先生：虎の門病院副院長のあと，腎疾患のナショナルセンターとなった国立佐倉病院の院長に転

身され，腎不全対策協会の理事就任はこの時のものです．腎不全治療の中でも，特に腹膜透析治療の発展に

寄与されました．

成田眞康先生：当時，愛知県透析医会の会長で，愛知県腎不全対策協議会の副会長でした．専務理事の太

田裕祥先生の推薦があったと考えています．

以上，いわゆる独断と偏見に満ち溢れた理事紹介となりましたが，ご勘弁のほど．

さて次回は，予告通り神田秘帖最終回となります．
日本透析医会名誉会長/増子クリニック昴　
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各地域により，日本透析医会の支部のあり方は様々だと伺っておりますが，本稿では新潟県にお

ける支部の経緯と現況についてご報告致したいと思います．

1　新潟県透析医会（日本透析医会新潟県支部）の変遷

日本透析医会の前身であった都道府県透析医会連合会が昭和 54 年 4 月に設立され，会長に平澤

由平先生（信楽園病院）が就任されました．昭和 60 年 6 月に「日本透析医会」へと名称が変更さ

れ稲生剛政先生が会長となられましたが，平澤先生は，大森伯先生（大森内科医院）と共に設立当

初から頻回に上京を重ねられ御尽力されたと伺っております．創設以来，日本透析医会の新潟県支

部の会長として大森先生が長年にわたり実務を執っておられましたが，平成 20 年に後任として甲

田豊先生（甲田内科クリニック）が新潟県透析医会の業務を引き継がれました．甲田先生は支部の

業務を精力的に務めておられましたが，平成 29 年 5 月に日本透析医会の常任理事に，また，同年

6 月には新潟県燕市の市医師会長の重責に就かれ御多忙を極められる事となりましたため，青池が

新潟県透析医会の会長代行を務める事となりました．
近年は危機管理の拡充などもあり業務が年々多様化していることや，今後の透析医療の環境変化

への対応強化を図るために組織を改組する事とし，平成 29 年より成田一衛先生（新潟大学教授），
鈴木正司先生（信楽園あかつか診療所），甲田先生，青池よりなる改組の発起人会を結成し組織の

改編に臨みました．多職種の連携，行政との連絡，保険診療の検討，スタッフ教育，既存の新潟透

析災害対策会議の拡充など多くの課題に接し，できる限り新潟県全体で対応を図る事が必要である

と判断し，新潟透析医学会と一体となって新たに機能的な組織を構築する事を模索致しました．新

潟透析医学会会長である成田先生の御英断も頂き，令和 1 年 9 月の新潟透析医学会幹事会で荒川正

昭先生（新潟大学名誉教授），下条文武先生（新潟大学名誉教授）の御助言を頂き，改組案を御了

承いただく事が出来，直ちに改組に着手致しました．

2　新潟透析医学会について

本年 5 月に第 63 回新潟透析医学会（大会長：近藤大介先生新潟市民病院副院長）が開催されま

した．本会は昭和 45 年 10 月に発足した新潟透析懇話会が前身で，新潟大学（木下康民教授：昭和

38 年 12 月から腹膜灌流（透析），昭和 41 年 1 月から血液透析を開始），信楽園病院（昭和 43 年 3

新潟県透析医会会長/向陽メディカルクリニック

た　よ　り

新潟県透析医会だより

青池郁夫
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月透析室開設），長岡赤十字病院，県立新発田病院などで年 1～2 回の検討会が行われていたものが

県内全域に広がり，平成 28 年の第 58 回より名称を “新潟透析医学会” に変更しております．近年

では，学会と同時に新潟県透析施設連絡会議を開催し全県での情報共有を図り，また年 1～2 回の

頻度で山本卓先生（新潟大学准教授）を中心に新潟県透析医会，県内各地域の拠点病院，新潟県臨

床工学技士会と合同で新潟県透析災害対策会議を行っています．

3　改組着手とほぼ同時にパンデミック

令和 1 年 9 月の新潟透析医学会幹事会で御了承いただき，直ちに改組案の作成や中心となる先生

方への御説明など始めた矢先に，令和 2 年 1 月から新型コロナウイルスによるパンデミックが始ま

り，会議や打ち合わせ等が遅々として進まない状況になりました．最初の頃は Web 会議も思うよ

うな討論が出来ない状況でしたが，多くの方々のご協力を得て事前説明会なども行いつつ，一部ハ

イブリッドで開催した令和 2 年 11 月の第 62 回新潟透析医学会（大会長：大澤豊先生新潟臨港病院

副院長）において新組織を暫定的ではありますがスタートさせる事が出来ました．未だ新旧体制が

入り交じっておりますが，今後も必要に応じた会のあり方を取り入れながら ALL 新潟で進んで行

きたいと思います．

4　新しくなった新潟透析医学会

新しくなった新潟透析医学会では成田会長，事務局長：島田久基先生（信楽園病院）のもと，腎

臓疾患の研究や臨床，透析医療にかかわるすべての職種の方に御参加いただける様に職種部会を設

けました．医師は，医師部会として参加しますが，医師部会が新潟県透析医会（日本透析医会新潟

県支部）の会務を担う事としました．新潟県透析医会の会長は青池が継続し，新たに副会長として

惠以盛先生（山東第二医院），大森健太郎先生（大森内科医院）にお引受けいただきました．（図 1）

新潟県は南北に細ながく，本土沿岸の海岸線は約 330 Km に及び，沿岸部，離島，山間部などの

地理的要因や地域性，冬季の積雪等を考慮した災害対策時の対応が必要で，各施設には地域部会と

してご参加いただく工夫を致しました．また，幹事会として行政機関との綿密な連絡体制を築く予

図 1　新潟透析医学会組織図
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定です．さらに，新潟大学には腎・膠原病内科，腎研究センター（基礎部門，臨床部門，トランス

レーショナルリサーチ部門，腎泌尿器病態学分野，小児科学分野）など，最新かつ幅広い英知や設

備，人的資産が備わっており，あらゆる面でご協力をいただけるよう大学部会を設けました．
今回は，改組に伴う定款の変更を行い本会に企業の方も会員としてご参加いただけるよう企業部

会を新設致しました．災害対策やスタッフ教育など様々な面で企業部会会員にご協力いただきたい

と考えています．必要に応じた実際の活動は，各種の委員会を設けて常設的に対応する予定です．

おわりに

新しい組織の活動は，新型コロナウイルスのパンデミックが終息した後に活発な活動が可能とな

ると思われますが，一日も早く貢献できることを切に願っています．
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宮崎県では第 1 回の宮崎県人工透析研究会（現，宮崎県透析医会学術集会）が 1975 年頃（昭和

40 年代後半）に開催され，来年には第 50 回目を迎える予定です．比較的早い時期から，出身科は

関係なく一緒に，学術的な思考も持って活動が行われてきたと考えています．しかし，県医師会と

の協調はできておらず，透析施設で肝炎問題が起こった際に行政からの協力が得られにくかったこ

とをきっかけに，宮崎県医師会医学会の専門分科医会として（県医師会の下部組織として）の設立

が望まれました．幸い，前会長の中山建先生，幹事（事務局）の蓑田國廣先生などのご尽力により，
2008 年（平成 20 年）9 月に県医師会より宮崎県透析医会設立の承認を頂きました．このことをき

っかけに，「透析医療と安全管理セミナー」を毎年 1 回開催することとなり，また，幹事の盛田修

一郎先生の献身的なご活動により県全体としての災害対策，感染対策が，行政や県・市郡医師会と

ともに進められてきています（盛田修一郎，他：宮崎県の透析医療における災害対策の現状．日透

医誌 35（1）：90-97，2020．）．現在のコロナ問題では，悪戦苦闘と言わざるを得ない状態ではあり

ますが…

以下，活動内容として，以下の 2 点の概要をお示しします．なお，上記の日透医誌の内容を多く

含んでいることをご了承ください．

1　学術活動

年 1 回開催の宮崎県透析医会学術集会では，各施設からの発表や特別講演などを企画し，約 300

名程度の透析医療スタッフにお集まりいただいています．また，情報交換の場としても有用な集会

となってきましたが，昨年はコロナ感染症のために完全 Web 開催となりました．その他に，本医

会と企業との共催で種々の学術講演会が開催されています．上記の「透析医療と安全管理セミナ

ー」の講演記録を表 1 に示します．

2　災害対策

最近，集中豪雨に伴う土砂崩れ，河川氾濫があらゆる地域で発生し，生活，医療に甚大な被害を

与えています．また，30 年以内には高い確率で南海トラフ地震（当県も含まれる可能性）も予想

されています．周知のごとく，ライフラインの安定供給に頼る血液透析は直接的に影響を受け，透

宮崎県透析医会会長
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析現場は大きな混乱をきたし得ます．そこで，宮崎県透析医会の災害対策の目標として，関係者間

で短時間に情報を共有し，患者の移送をすばやく行い，透析条件の伝達を漏れなく確実に行うこと

とし，以下の独自の仕組みを構築してきました．

2-1　透析条件のデータベース化

宮崎大学医学部内のサーバーに各施設の患者情報（透析条件）を平時に蓄積し，支援透析が必要

になった時にオンラインで対象患者の透析条件を取得する，というシステムを構築しました．元々，
宮崎大学医学部附属病院に IR 部が運営管理する宮崎健康福祉ネットワーク（はにわネット・Web

システム）が構築されており，日頃から宮崎大学医学部附属病院と宮崎県内の医療施設間で医療情

報を共有化し連携していました．その共有システムの一部を透析条件データベースに運用したこと

になります．その運用の流れを表 2 に示します．

2-2　施設間の多層的ネットワーク形成

災害時の連絡網の主たる対象を施設責任者である透析医師とし（ブロックごとにコーディネータ

表 1　透析医療と安全管理セミナー講演記録

回数
（開催年） 特別講演演題名 演者（所属施設）

第 16 回
（2019 年）

1. 認知症の安全管理
2. 平成 29 年九州北部豪雨における朝倉市杷木の透析環境
 ～最も身近な自然災害に対する備え～

石田　康（宮崎大学医学部精神医学分野）
森山　智文（久留米大学医学部腎臓内科）

第 15 回
（2018 年）

1. 慢性咳嗽の臨床
2. 肺結核・肺非結核性抗酸菌症 診断，治療と感染対策について

松元　信弘（宮崎大学医学部呼吸器内科）
伊井　敏彦（国立病院機構宮崎東病院呼吸器内科）

第 14 回
（2017 年）

1. 宮崎県の危機管理について
2. 透析医療におけるリスクマネジメント

米満　義人（宮崎県危機管理局危機管理課）
田中　健次（電気通信大学情報理工学科）

第 13 回
（2016 年）

1. バスキュラーアクセス感染の実態と感染対策
2. 院内感染対策アップデート

山下　恵美（小倉記念病院感染管理認定看護師）
岡山　昭彦（宮崎大学医学部免疫感染病態学分野）

第 12 回
（2015 年）

1. 宮崎県における透析医療の災害対策
2. 『教訓 3・11 東日本大震災』事の顛末

盛田　修一郎（盛田内科クリニック）
佐藤　壽伸（JCHO 仙台病院腎センター長）

表 2　透析条件データベース運用の流れ

1. 宮崎県内の透析施設の責任医師がはにわネットに登録．IR 部から登録医に ID とパス
ワードが与えられ，IR 部内サーバーに自施設の患者の透析条件を規定のワークシート
に書き込む．
＊　平時は ID とパスワードでサーバーに侵入しても自施設の情報は記入閲覧できる

が，他施設の情報は閲覧記入はできない．

2. 災害が発生し支援透析が必要になった時に，下記の状況に合わせて他施設の情報（患
者の透析条件）を閲覧できる設定にする．
①　支援透析がブロック内でのみ可能な災害時は被災ブロック内の施設のみ同地区の

他施設の閲覧可とする．
②　支援透析がブロックを超え全県的に必要な場合は全県の施設が全県内の施設の閲

覧可とする．

（注）　＊　本システムの作成と管理は宮崎大学医学部 IR 部が行い，運営は宮崎県透析医会が行う．
　　　＊　個人情報に関するため，情報の漏洩の防止に努め，本システムに参加する施設は透析患者で

本システムへの理解・同意が得られた個人のみ記載する．
　　　＊　他施設の透析条件の閲覧可能範囲（ブロック指定）は，災害の程度により宮崎県透析医会が

設定管理する．
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ー医師を決定），一斉メールで災害情報伝達を行い地域内地域間の連携調節を試みましたが，連絡

網がうまく機能しませんでした．そこで，伝達手段として SNS の LINE を利用した施設間ネット

ワークを新たに構成し（図 1），ネットワークの構成員を臨床工学士か看護師としました（各施設

から代表一人）．下記の LINE グループを多層的に構成し，災害時の被害情報と受け入れ調整情報

をグループ内，グループ間，統括グループで多層的に交換できるようにしました．これにより個

別・地域別・統括的など被害情報と対応情報を末端まで短時間で共有できるようになりました．

上記の仕組みもまだ問題点（改善すべき点）は残っていますが，全県下の訓練時に比較的よく機

能するであろうことも確認されています．しかし，宮崎県では災害時医療の頂点は DMAT となっ

ており，“想定外” 災害時の透析医療の優先順位は低く，患者の移送問題などは未解決のままです．
以上，IT 技術を駆使することで情報伝達は高率化できるが，高齢化問題，ライフラインの整備，

DMAT をはじめとする行政との関係など，未だ透析災害対策は多くの障壁を抱えています．厚労

省を始めとした行政の災害時における透析医療への理解と協力を切に希望しています．

図 1　LINE による施設間ネットワーク
Group 1； 施設を地域的にブロック化し，施設間でグループを形成．
Group 2； 各ブロックの代表が他のブロック代表と新たにグループを形成．そこに宮崎県
臨床工学士会代表も加わり全体を統括．
Group 3； 宮崎県臨床工学士会代表と宮崎県透析医会災害対策理事でグループを形成．

宮崎県災害対策本部

施設代表
スタッフ

臨床工学士会
代表理事

透析医会担当
理事

Group 3

Group 2Group 1

Group 1

Group 1

Group 1

Group 1

宮崎県透析医会
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本稿では，前号で報告後 2021 年 3 月 26 日（WEB 開催），4 月 16 日（WEB 開催），5 月 16 日

（WEB 開催），6 月 25 日に開催された計 4 回の常任理事会の内容のうち主なものをお伝えするとと

もに，日本透析医会の主な活動について，執筆時点の 2021 年 7 月上旬までの当会の動きとして報

告させていただきます．

1. 新型コロナウイルス感染症に対する対応について

前回本欄でご報告した 3 月上旬時点は第 3 波がちょうど収まった状況でしたが，その後 3 月下旬

頃から感染者の増加がみられ，特に大阪は変異株の影響もあり急激な感染の拡大がありました．4

月に一部の地域でまん延防止等重点措置が適用されるも感染拡大は止まらず，4 月 25 日に政府は

東京都，大阪府，京都府，兵庫県に新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言を発出，その後，愛知

県，福岡県，北海道，岡山県，広島県，沖縄県にも発出しました．特に大阪は当初確保していた病

床を大きく上回る重症者が発生し，医療崩壊と言わざるを得ない状況になり，透析患者の治療にお

いても支障を来す状況が生じました．大規模なクラスターが発生した透析施設もあったようです．
各地域の透析医療における対応については，各地の支部長からの報告を本号に掲載しておりますの

でご参照ください．また，当会の COVID-19 に対する取り組み状況については別表をご参照ください．
緊急事態宣言は，感染者，入院療養者が減少したことを踏まえ，沖縄県以外の 9 都道府県で 6 月

20 日に解除されました．本稿執筆時点の 7 月上旬においては，既に感染者の減少は底を打ち，徐々

に増え始めている状況です．多くの地域で 6 月中に高齢者に対するワクチン接種が終わっており，
ワクチンの効果には期待するところですが，今後の感染拡大が予想される状況で感染対策の継続は

今後も必要と考えられます．
会員施設を始めとする透析医療機関のこれまでの努力に対する感謝とともに，今後もクラスター

発生防止のために引き続き対応よろしくお願い申し上げます．

2. 日本透析医会通常総会・研修セミナーについて

残念ながら昨年と同じく日本透析医会通常総会は，ほとんどの会員に委任状を提出していただく

形で最小限の参加人数で 2021 年 5 月 16 日に開催とさせていただきました．その内容は，この後の

報告事項の「令和 3 年度通常総会における決定事項」をご覧ください．

日本透析医会副会長

た　よ　り

常任理事会だより

山川智之
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また，同日に開催予定であった日本透析医会研修セミナー「透析医療における Current Topics 2021

―我が国の透析医療を巡る・・今」も WEB 配信で開催しました．さらに秋期の研修セミナーにつ

いても WEB 開催とさせていただきます．残念ですが諸事情を鑑み，ご理解いただければ幸いです．

3. 災害時情報ネットワーク会議・支部長会・透析保険審査委員懇談会について

例年，日本透析医学会総会・学術集会に合わせて開催しておりました災害時情報ネットワーク会

議は，昨今の状況を踏まえ，7 月 8 日に WEB で開催させていただきました．お忙しいところ多数

ご参加いただきありがとうございます．その内容につきましては，今後の日本透析医会雑誌にてご

報告させていただく予定です．支部長会・透析保険審査委員懇談会は，9 月 11 日にこれも WEB に

て開催予定となっております．

別表　新型コロナウイルス感染症への取組状況

年月日 日本透析医会
新型コロナウイルス感染対策ワーキンググループ

日本透析医会・日本透析医学会・日本腎臓学会
新型コロナウイルス感染対策合同委員会

3 月 2 日 【論文紹介 32】
「ファイザー社のメッセンジャー RNA ワクチンの効果
と副反応を報告した論文」（HP）

透析施設における新型コロナウイルス感染症例報告に
ついて（支部長あてメール）

5 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 3 月 4 日時点）（HP）

9 日 【論文紹介 33】
「Covid-19 患者に対するトシリズマブの効果～ 2 つの
臨床試験の結果から～」（HP）

12 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 3 月 11 日時点）（HP）

16 日 透析施設における新型コロナウイルス感染症の症例報
告様式の一部変更について（支部長あてメール）

透析施設における新型コロナウイルス感染症の症例報
告様式の一部変更について（HP）

16 日 【論文紹介 34】
「退院した患者における COVID-19 発症 6 ヶ月後の健
康への影響：コホート研究」（HP）

19 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 3 月 18 日時点）（HP）

23 日 【論文紹介 35】
「BNT162b2 mRNA COVID-19 ワクチン効果の国家規模
での調査」（HP）

26 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 3 月 25 日時点）（HP）

30 日 【論文紹介 36】
「ICU に入室した重症 COVID-19 患者における静脈血
栓塞栓症と大出血，早期の抗凝固療法の効果について
の大規模観察研究」（HP）

4 月 2 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 4 月 1 日時点）（HP）

【動画配信】
新型コロナウイルスワクチンについての e-ラーニング
動画

「新型コロナウイルス感染症に対するワクチンの効果
と副反応～透析患者や医療従事者へのワクチン接種に
関する Q & A を含めて～」
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年月日 日本透析医会
新型コロナウイルス感染対策ワーキンググループ

日本透析医会・日本透析医学会・日本腎臓学会
新型コロナウイルス感染対策合同委員会

「COVID-19 ワクチンの普及と開発に関する提言」
（日本医学会連合 診療ガイドライン検討委員会）

5 日 透析患者における新型コロナウイルス感染症（COVID- 
19）のワクチン接種に関する Q & A について  

6 日 【論文紹介 37】
「透析患者のメンタルヘルスへの COVID-19 の影響」
（HP）

9 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 4 月 8 日時点）（HP）

13 日 【論文紹介 38】
「血液透析患者における SARS-CoV-2 感染への免疫反
応の持続性と再感染に対する予防効果」（HP）

16 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 4 月 15 日時点）（HP）

21 日 【論文紹介 39】
「透析患者におけるファイザー社の mRNA ワクチン接
種後の抗体保有率」（HP）

23 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 4 月 22 日時点）（HP）

27 日 【論文紹介 40】
「ESKD 患者に対する COVID-19 の初期効果」（HP）

30 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 4 月 29 日時点）（HP）

5 月 7 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 5 月 6 日時点）（HP）

11 日 【論文紹介 41】
「維持血液透析患者におけるファイザー社 BNT162b2
ワクチンの液性免疫反応」（HP）

14 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 5 月 13 日時点）（HP）

18 日 【論文紹介 42】
「COVID-19 パンデミック時の重症患者の急性腎障害
に対する 3 つの腎代替療法（持続的血液濾過透析，腹
膜透析，血液透析）の提供」（HP）

21 日 「透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者
の登録数について（お願い）」（支部長あて）

透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 5 月 20 日時点）（HP）

26 日 【論文紹介 43】
「B.1.351 変異株に対する ChAdOx1 nCoV-19 ワクチン
の有効性」（HP）

28 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 5 月 27 日時点）（HP）

6 月 1 日 【論文紹介 44】
「維持血液透析中の COVID-19 患者におけるレムデシ
ベルの使用：安全性と忍容性」（HP）

4 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 6 月 3 日時点）（HP）

8 日 【論文紹介 45】
「ChAdOx1 nCoV-19 ワクチン後の血栓症・血小板減少
症」（HP）

11 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 6 月 10 日時点）（HP）
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年月日 日本透析医会
新型コロナウイルス感染対策ワーキンググループ

日本透析医会・日本透析医学会・日本腎臓学会
新型コロナウイルス感染対策合同委員会

15 日 【論文紹介 46】
「維持透析患者における SARS-CoV-2 の受容体結合ド
メイン抗体の持続性に関しての前向き研究」（HP）

18 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 6 月 17 日時点）（HP）

22 日 【論文紹介 47】
「在宅透析患者と施設透析患者における COVID-19 の
予後と疫学についての比較」（HP）

25 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 6 月 24 日時点）（HP）

【厚生労働大臣あての要望】
「透析患者に対する新型コロナワクチン接種に関する
要望」

（日本透析医学会・日本透析医会・日本腎臓学会）

29 日 【論文紹介 48】
「COVID-19 肺炎の入院患者に対するトファシチニブ
効果」（HP）
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令和 3 年度通常総会における決定事項

令和 3 年 5 月 16 日（日）に開催された公益社団法人日本透析医会通常総会において，令和 2 年度事業が報告
され，続いて令和 2 年度財務諸表，役員（理事及び監事）選任についての議案の審議が行われ，それらが原案の
とおり承認された．

その通常総会の議事録及び関係資料を掲載する．

通常総会 議事録

【日　　時】　令和 3 年 5 月 16 日（日）14 時 00 分～14 時 40 分
【場　　所】　ステーションコンファレンス東京 602A（6F）
　　　　　　（東京都千代田区丸の内 1-7-12 サピアタワー）

【会員総数】　1,090 名
【出席会員】　761 名（内訳：本人出席 4 名，委任状出席 757 名）
【出席役員】　会　長：秋澤 忠男　　副会長：篠田 俊雄　　専務理事：宍戸 寛治
　　　　　　理　事：安藤 亮一
　　　　　　監　事：岩崎 文昭（WEB（Zoom）による出席）

【定足数報告】
・開会に先立ち，事務局から，「本日の通常総会の出席会員数は，定款第 17 条の規定に基づき定足数を満たし

ているので，本通常総会は有効に成立した」旨が告げられた．
【会長挨拶】

・秋澤忠男会長から，「会長就任から 6 年となるが，会員の皆様のご協力によりこれまで法人運営をしてきた
ことに対する御礼．新型コロナウイルスの感染拡大を考慮し，昨年と同様の通常総会開催となったが，今後
とも会員の皆様のご意見を伺った上で法人の運営に当たってまいりたい．」との挨拶があった．

【議長選出等】
・本日の通常総会の議長選出が諮られ，異議なしと認められ篠田俊雄氏が選任され，篠田議長から挨拶があっ

た．
・続いて，令和 2 年 9 月 1 日にご逝去された澤 宏紀元理事，また令和 3 年 5 月 2 日にご逝去された杉崎弘章

監事のご冥福をお祈りし，出席者全員で黙とうが捧げられた．
【議事録署名人選出】

・議長は，議案の審議に先立ち，議事録署名人について次の 2 名の理事を指名し，議場に諮ったところ，全員
異議なくこれを承認した．

　　議事録署名人：宍戸 寛治　 安藤 亮一
【議事内容】
1. 報告事項「令和 2 年度事業報告」

秋澤忠男会長から，通常総会資料「令和 2 年度事業報告」に基づき，役員会等（通常総会・通常理事会・常
任理事会・各種委員会）の開催状況，事業の実施状況（透析医療及び腎不全対策に関する①調査研究，普及，

　　　　 　　　

報 告 事 項
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教育研修事業，②研究助成事業，③安全対策事業，及びその他の事業），会務報告及び法人の概況等について
詳細な報告が行われた．

2. 審議事項
（1）　第 1 号議案「令和 2 年度財務諸表の承認を求める件」

秋澤忠男会長から，通常総会資料「令和 2 年度財務諸表」に基づき，貸借対照表，正味財産増減計算書
及び正味財産増減計算書内訳表等について，令和 2 年度は，新型コロナウイルス感染症の影響で事業の中
止や会議等が WEB にて開催となったことなどにより，それらに関する費用が前年度に比べ大幅に減額と
なっているが，これらの状況を踏まえ昨年度創設した創立 40 周年記念事業積立資産に 2 百万円を積み立て
9 百万円としたこと，また公益目的事業における収支相償がプラスとなる余剰金については，令和 3 年度
及び令和 4 年度の事業を実施していく中で解消できる見込みである旨を含め，詳細な説明があった．

続いて，岩崎文昭監事から，通常総会資料「監査報告書」に基づき，令和 2 年度事業及び財務に関する
監事の監査報告があった．

以上の説明に基づき，議長により，「令和 2 年度財務諸表の承認を求める件」について採決が行われ，出
席者の過半数以上の多数の賛成により原案のとおり承認された．

（2）　第 2 号議案「役員（理事及び監事）選任の件」
秋澤忠男会長から，通常総会資料「役員（理事及び監事）選任の件」に基づき，本通常総会の終結をも

って 29 名の理事全員並びに監事 1 名が任期満了となることに伴い，理事 29 名（重任予定 27 名，新任予定
2 名）及び監事 1 名（新任予定）の選任について提案がなされた．

議長により，「理事 29 名（重任予定 27 名，新任予定 2 名）の選任に係る一括での採決の可否」について
採決が行われ，出席者の過半数以上の多数の賛成により「一括での採決」が承認され，次のとおり理事 29

名が出席者の過半数以上の多数の賛成により選任された．
次に，監事 1 名の選任について採決が行われ，篠田俊雄氏が出席者の過半数以上の多数の賛成により選

任された．
　　　　理事（重任）（27 名）
　　　　　　　　　　秋澤忠男　　東　仲宣　　安藤亮一　　　伊藤孝史　　　今田直樹
　　　　　　　　　　太田圭洋　　加藤明彦　　久木山厚子　　久保和雄　　　隈　博政
　　　　　　　　　　黒田重臣　　甲田　豊　　小林真也　　　酒井　謙　　　佐藤壽伸
　　　　　　　　　　佐中　孜　　宍戸寛治　　鈴木都美雄　　土谷晋一郎　　戸澤修平
　　　　　　　　　　沼田　明　　百武宏幸　　前田憲志　　　村上秀一　　　山川智之
　　　　　　　　　　山下達博　　依藤良一
　　　　理事（新任）（2 名）
　　　　　　　　　　菊地　勘　　比嘉　啓
　　　　監事（新任）（1 名）
　　　　　　　　　　篠田俊雄

3. その他
議長より，会員 2 名から書面にて意見・要望のあった事項について意見を求められ，秋澤忠男会長から次の

とおり回答があった．
（要望）　透析治療の特殊性に鑑み，透析患者を優先にワクチン接種ができるよう行政に要請していただきた

い．
（回答）　週 2－3 回通院している透析患者に対し，早期に接種したいという思いは私も含め会員の共通の願
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いである．同じように高齢者入居施設の方も，抗がん剤治療に定期的に通院している方も同じ気持ち
ではないかと斟酌する．

　　　　透析患者への優先的なワクチン接種については，新型コロナウイルス感染対策合同委員会委員長か
ら厚生労働省に意見を具申したが，厚生労働省の立場としては基礎疾患の中で透析患者だけを優先で
きないとの回答であった．

　　　　一方，ワクチン供給量や接種体制は全国一律ではないことから，透析患者への優先接種については，
地域ごとに自治体と話し合って対応するのが現時点では適切と考えている．

（要望）　毎週金曜日に公表している透析患者における新型コロナウイルス感染者の登録数について県別に出
してもらいたい．

（回答）　新型コロナウイルス感染者の登録数の県別のデータについては，当会としては支部長（都道府県透
析医会会長等）限りとして通知できないか，新型コロナウイルス感染対策合同委員会に検討を申し入
れる．

議長は，以上をもって本日の通常総会のすべての議案が終了したと宣言し，14 時 40 分閉会を宣言し解散した．

通常総会資料

※以下，通常総会資料を掲載する．
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報告事項

令和 2 年度事業報告

Ⅰ. 事業の状況

1. 役員会等に関する事項

（1）　総会

開催年月日 議　事　事　項 会議の結果

令和 2 年 5 月 17 日
通常総会

【報告事項】
　・令和元年度事業報告

【議　案】
第 1 号議案：令和元年度財務諸表の承認を求める件
第 2 号議案：役員（監事）選任の件
第 3 号議案：定款の一部変更について承認を求める件
第 4 号議案：定款の一部変更に伴う関係規程の整備について承認を求める件
　　　　　　・顧問に関する規程（案）
　　　　　　・名誉会員に関する規程（案）

承認
承認
承認

承認
承認

（2）　理事会

開催年月日 議　事　事　項 会議の結果

令和 2 年 4 月 17 日
第 1 回通常理事会

（書面審議）

【審議事項】
1. 通常総会の開催について
2. 令和元年度事業報告及び決算について

（1）　令和元年度事業報告について
（2）　令和元年度決算について
（3）　監査報告について

承認
承認

【報告事項】
　・会長及び業務執行理事の職務の執行状況報告について

令和 2 年 5 月 25 日
第 2 回通常理事会

（書面審議）

【審議事項】
1. 日本透析医会研究助成取扱規程の一部改正について
2. 日本透析医会研究助成事業基金規程の一部改正について

承認
承認

令和 3 年 2 月 26 日
第 3 回通常理事会

（WEB 会議）

【審議事項】
1. 令和 2 年度公募研究助成の決定について
2. 令和 3 年度事業計画及び収支予算について

（1）　令和 3 年度事業計画（案）
（2）　令和 3 年度収支予算（案）

3. 役員（理事及び監事）選任について

承認

承認
承認
承認

4. 利益相反に関する諸規程の一部改正について
（1）　利益相反（COI）に関する指針（改正案）
（2）　利益相反に関する指針の取扱規程（改正案）
（3）　利益相反委員会規程（改正案）

5. 日本透析医会雑誌投稿規程の一部改正について
6. 個人情報保護に関する諸規程の整備について

（1）　個人情報の保護に関する基本方針（案）
（2）　個人情報の保護に関する規程（案）
（3）　日本透析医会が業務上保有する個人情報の利用目的（案）
（4）　特定個人情報取扱規程（案）

承認
承認
承認

一部修正の上承認

承認
一部修正の上承認

承認
一部修正の上承認
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開催年月日 議　事　事　項 会議の結果

【報告事項】
1. 会長及び業務執行理事の職務の執行状況について

（1）　会長及び業務執行理事の職務の執行状況報告
　　 （今回報告分）

（2）　会長及び業務執行理事の職務の執行状況報告
　　 （令和 2 年 4 月 17 日書面報告）

2. 新型コロナウイルス感染症への取組状況等について
3. 書面による通常理事会について
　 （令和 2 年 4 月 17 日，令和 2 年 5 月 25 日）

（3）　常任理事会

開催年月日 議　事　事　項 会議の結果

令和 2 年 4 月 17 日
第 1 回常任理事会

（WEB 会議）

【審議事項】
1. 通常総会について
2. 理事会の決議の目的である事項の提案等について
3. 新型コロナウイルス感染対策について
4. 支部長会等について
5. 新規入会者について

【報告事項】
1. 監事監査報告について
2. 各支部開催の研修会，講習会経費の一部補助について
3. 厚生労働科学研究費補助金（腎疾患政策研究事業）の申請について
4. 会員数について（3 月 31 日現在）

承認
承認
承認
承認
承認

令和 2 年 6 月 26 日
第 2 回常任理事会

【審議事項】
1. 透析保険審査委員懇談会及び支部長会について
2. 令和 2 年度秋期研修セミナーについて
3. 令和 2 年度における寄付金の依頼について

承認
承認
承認

4. 在宅血液透析管理マニュアルの改訂について
5. 新型コロナウイルス感染症対策への取組みについて
6. 医療機関等におけるクラスター発生時の看護職員の派遣に関する支援

について
7. 透析医療の自主機能評価指標の公開について
8. 支部開催の研修会，講演会等の経費補助について
9. 新規入会者について

承認
承認
報告

承認
承認
承認

【報告事項】
1. 令和 2 年度厚生労働科学研究費補助金（腎疾患政策研究事業）について
2. 第 24 回透析医療費実態調査について
3. 令和 2 年度診療報酬改定について
4. 委員会報告について

（1）　会誌編集委員会（6 月 5 日開催）
（2）　利益相反委員会（6 月 19 日開催）

5. 令和 2 年度 HIV 医療講習会の実施について
　 （公益財団法人エイズ予防財団）
6. 令和 2 年度薬価改定におけるバイフィル専用炭酸水素ナトリウム補充

液 1.39％ の必要性に関する意見書のお礼ならびにご報告について
　 （エイワイファーマ株式会社）
7. 会員数について（5 月 31 日現在）
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開催年月日 議　事　事　項 会議の結果

令和 2 年 7 月 31 日
第 3 回常任理事会

（WEB 会議）

【審議事項】
1. 令和 2 年度秋期研修セミナー（WEB 開催）について
2. 新型コロナウイルス感染症への取組み等について
3. 新規入会者について

承認
報告
承認

【報告事項】
1. 支部長会及び透析保険審査委員懇談会について（10 月 3 日開催）
2. 令和 2 年度厚生労働科学研究費補助金（腎疾患政策研究事業）に係る

研究課題の評価結果について
3. 第 24 回透析医療費実態調査について（中間報告）
4. 令和 2 年 7 月豪雨について
5. 透析医療の自主機能評価指標の公開施設について
6. 委員会報告

・血液透析患者実態調査検討ワーキンググループ・透析医療研究会 
（6 月 17 日開催）

7. 常任理事会の開催について（9 月 18 日開催）
8. 会員数について（6 月 30 日現在）

承認

令和 2 年 9 月 18 日
第 4 回常任理事会

（WEB 会議）

【審議事項】
1. 2021 年度血液透析患者実態調査について
2. 透析排水管理に関する諸問題について
3. 支部長会及び透析保険審査委員懇談会の開催について 

（10 月 3 日開催）
4. 新型コロナウイルス感染症への取組み等について
5. 新規入会者について

継続審議
承認
承認

報告
承認

【報告事項】
1. 第 24 回透析医療費実態調査について
2. 令和 2 年度秋期研修セミナー（WEB 開催）について
3. 令和 2 年度厚生労働科学研究費補助金（腎疾患政策研究事業）の交付

申請について
4. 委員会報告について

・血液透析患者実態調査検討ワーキンググループ・透析医療研究会 
（8 月 18 日開催）

5. 常任理事会の開催について（10 月 30 日開催）
6. 会員数について（8 月 31 日現在）

承認

令和 2 年 10 月 30 日
第 5 回常任理事会

（WEB 会議）

【審議事項】
1. 2021 年度血液透析患者実態調査について
2. 令和 3 年度年間スケジュールについて
3. 支部開催の研修会，講演会等の経費補助について
4. 新規入会者について

承認
承認
承認
承認

【報告事項】
1. 令和 2 年度中間決算について
2. 令和 2 年度公募研究助成の申請状況について
3. 支部長会及び透析保険審査委員懇談会の開催状況について 

（10 月 3 日開催）
4. 新型コロナウイルス感染症への取組状況等について
5. 令和 2 年度厚生労働科学研究費補助金（腎疾患政策研究事業）による

災害時情報ネットワークに関するアンケート調査の実施について
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開催年月日 議　事　事　項 会議の結果

6. 委員会報告について
（1）　研修委員会（9 月 18 日開催）
（2）　会誌編集委員会（10 月 9 日開催）
（3）　血液透析患者実態調査検討ワーキンググループ・透析医療研究会

（10 月 20 日開催）
7. 常任理事会の開催について（11 月 20 日開催）
8. 会員数について（9 月 30 日現在）

承認

令和 2 年 11 月 20 日
第 6 回常任理事会

（WEB 会議）

【審議事項】
1. 令和 3 年度事業計画及び収支予算について

①　令和 3 年度事業計画（案）
②　令和 3 年度収支予算（案）

2. 利益相反（COI）に関する諸規程の一部改正について
①　利益相反（COI）に関する指針（改正案）
②　利益相反に関する指針の取扱規程（改正案）
③　利益相反委員会規程（改正案）

3. 日本透析医会雑誌投稿規程の一部改正について
4. 新規入会者について

継続審議

継続審議

承認
承認

【報告事項】
1. 会費未納会員について
2. 新型コロナウイルス感染症への取組状況等について
3. 令和 2 年度秋期研修セミナー（WEB 開催）の開催状況について
4. 日本透析医会雑誌 35 巻 3 号掲載の通常総会及び春期研修セミナーの 

案内について
5. 常任理事会の開催について（12 月 18 日開催）
6. 会員数について（10 月 31 日現在）

承認

承認

令和 2 年 12 月 18 日
第 7 回常任理事会

（WEB 会議）

【審議事項】
1. 令和 3 年度事業計画及び収支予算について

①　令和 3 年度事業計画（案）
②　令和 3 年度収支予算（案）

2. 利益相反（COI）に関する諸規程の一部改正について
①　利益相反（COI）に関する指針（改正案）
②　利益相反に関する指針の取扱規程（改正案）
③　利益相反委員会規程（改正案）

3. 個人情報の保護に関する諸規程の整備について
①　個人情報の保護に関する基本指針（案）
②　個人情報の保護に関する規程（案）
③　日本透析医会が業務上保有する個人情報の利用目的（案）
④　特定個人情報取扱規程（案）

4. 透析医療の自主機能評価指標の公開施設一覧のホームページ掲載に 
ついて

承認
承認

承認
承認
承認

継続審議

承認

【報告事項】
1. 新型コロナウイルス感染症への取組状況等について
2. 令和 3 年度支部長会，透析保険審査委員懇談会及び災害時情報ネット

ワーク会議について
承認

3. 診療報酬改定の動向について
4. 常任理事会及び研究助成審査委員会の開催について（1 月 22 日開催）
5. 会員数について（11 月 30 日現在）

承認
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開催年月日 議　事　事　項 会議の結果

令和 3 年 1 月 22 日
第 8 回常任理事会

（WEB 会議）

【審議事項】
1. 個人情報の保護に関する諸規程について

①　個人情報の保護に関する基本指針（案）
②　個人情報の保護に関する規程（案）
③　日本透析医会が業務上保有する個人情報の利用目的（案）
④　特定個人情報取扱規程（案）

2. 役員（理事及び監事）の選任について
3. 会長及び業務執行理事の職務の執行状況報告について
4. 通常理事会の開催について（2 月 26 日開催）
5. 新規入会者について
6. 令和 3 年度春期研修セミナーについて（5 月 16 日開催）

承認
承認
承認
承認
承認
承認
承認
承認
承認

【報告事項】
1. 新型コロナウイルス感染症への取組状況等について
2. 委員会報告

・血液透析患者実態調査検討ワーキンググループ・透析医療研究会 
（1 月 19 日開催）

3. 事務局体制について
4. 会員数について（12 月 31 日現在）

承認

令和 3 年 2 月 26 日
第 9 回常任理事会

（WEB 会議）

【審議事項】
1. 本日開催する通常理事会について
2. 透析領域感染症管理認定師（仮称）について
3. 常任理事会の開催について（3 月 26 日開催）

承認
承認
承認

【報告事項】
1. 令和 2 年度仮決算について
2. 委員会報告

（1）　研究助成審査委員会（1 月 22 日開催）
（2）　令和 2 年度厚生労働科学研究費補助金（腎疾患政策研究事業）
　　 第 2 回研究班会議（1 月 28 日開催）

（3）　研修委員会（2 月 4 日開催）
（4）　会誌編集委員会（2 月 12 日開催）

3. 会員数について（1 月 31 日現在）

令和 3 年 3 月 26 日
第 10 回常任理事会

（WEB 会議）

【審議事項】
1. 委員会（部会）の委員長等の選定について
2. 広告掲載に関する取扱要領について
3. 日本透析医会が発行する会誌等の転載等許諾に関する規程について
4. 日本透析医会公的研究費に関する諸規程について

①　公的研究費取扱規程（案）
②　公的研究費不正防止計画（案）
③　公的研究費内部監査要領（案）
④　コンプライアンス規程（案）

5. ホームページに掲載する規程等について
6. 常任理事会及び通常理事会について（4 月 16 日開催）
7. 通常総会について（5 月 16 日開催）
8. 会長及び業務執行理事の職務の執行状況報告について 

（4 月 16 日理事会報告用）
9. 支部長会等の開催日程について（WEB 開催）
10. 新規入会者について

継続審議
一部修正の上承認
一部修正の上承認

一部修正の上承認
承認

一部修正の上承認
継続審議

一部修正の上承認
一部修正の上承認
一部修正の上承認

承認

承認
承認
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開催年月日 議　事　事　項 会議の結果

【報告事項】
1. 新型コロナウイルス感染症への取組状況等について
2. 厚生労働科学研究費補助金（腎疾患政策研究事業）について

①　令和 2 年度研究年度終了報告書
②　令和 3 年度研究課題の評価結果

3. 委員会報告
・血液透析患者実態調査検討ワーキンググループ・透析医療研究会 
（3 月 16 日開催）

4. 会員数について（2 月 28 日現在）

（4）　委員会

開催年月日 議　事　事　項 会議の結果

・標準透析療法委員会
　支部長会
　　令和 2 年 10 月 3 日
　　（WEB 会議）

1. 新型コロナウイルス感染症対策について
2. 透析排水管理に関する諸問題について

報告
報告

・腎不全対策委員会
CKD 対策部会
血液透析患者実態調査検討
ワーキンググループ

　　平成 2 年 6 月 17 日
　　（WEB 会議）

　　令和 2 年 8 月 18 日
　　（WEB 会議）

　　令和 2 年 10 月 20 日
　　（WEB 会議）

　　令和 3 年 1 月 19 日
　　（WEB 会議）

　　令和 3 年 3 月 16 日
　　（WEB 会議）

　 1. 透析医療施設における災害準備に関する調査について

⎫
⎟
⎟
⎟
⎟
⎥
⎟
⎟
⎬
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎟
⎭

2. 2021 年度全国透析患者実態調査について
　 3. 既存データの分析について

継続審議
継続審議
継続審議

・医療保険委員会
　透析保険審査委員懇談会
　　令和 2 年 10 月 3 日
　　（WEB 会議）

1. 透析医療の診療報酬に関する主要検討事項について
2. 透析医療の診療報酬に関する要望事項について

質疑応答
資料配布

・会誌編集委員会
　　令和 2 年 6 月 5 日
　　（WEB 会議）

1. 35 巻 1 号について
2. 35 巻 2 号について（進捗状況）
3. 35 巻 3 号について（企画・方針）

報告
報告
承認

　　令和 2 年 10 月 9 日
　　（WEB 会議）

1. 35 巻 2 号について
2. 35 巻 3 号について（進捗状況）
3. 36 巻 1 号について（企画・方針）
4. 日本透析医会雑誌投稿規程の一部改正について
5. 日本透析医会雑誌執筆要領の一部改正について
6. 日本透析医会雑誌への広告掲載について
7. 年間予定について

報告
報告
承認
承認
承認

継続審議
承認
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開催年月日 議　事　事　項 会議の結果

　　令和 3 年 2 月 12 日
　　（WEB 会議）

1. 35 巻 3 号について
2. 36 巻 1 号について（進捗状況）
3. 36 巻 2 号について（企画・方針・投稿論文（症例報告））
4. 日本透析医会雑誌投稿規程の一部改正について
5. 日本透析医会雑誌執筆要領の一部改正について
6. 広告掲載に関する取扱要領について
7. 日本透析医会が発行する会誌等の転載等許諾に関する規程に 

ついて

報告
報告
承認
承認
承認
承認
承認

・研修委員会
　　令和 2 年 9 月 18 日
　　（WEB 会議）

1. 2020 年度秋期研修セミナー（WEB 開催）について
2. 2021 年度春期研修セミナー（東京開催）について
3. 次回の研修委員会の開催について

報告
承認
承認

　　令和 3 年 2 月 4 日
　　（WEB 会議）

1. 2021 年度春期研修セミナーについて
2. 2021 年度秋期研修セミナーについて（10 月 3 日京都開催）
3. 2020 年度秋期研修セミナーの開催状況について
4. 次回の研修委員会の開催について

承認
承認
報告
承認

・研究助成審査委員会
　　令和 3 年 1 月 22 日
　　（WEB 会議）

1. 研究助成申請に係る書面審査結果報告について
2. 研究助成申請課題の採否について

報告
承認

・災害時透析医療対策委員会
　　令和 2 年 6 月 24 日
　　（メール会議）

1. 2019 年度活動報告について
2. 2020 年度活動計画について

報告
承認

・日本透析医会・日本透析医
学会 新型コロナウイルス
感染対策合同委員会

　　令和 2 年 4 月 6 日
　　（WEB 会議）

1. 委員会設置の目的とこれまでの COVID-19 感染透析患者の報告
について

2. 合同委員会への情報収集について

報告

承認
3. COVID-19 調査報告様式について
4. 東京都透析医会での COVID-19 発症者の情報収集と入院透析可

能施設のアンケート調査について
5. 厚生労働省の COVID-19 感染透析患者への対応方針予定について
6. 維持透析施設での感染対策と軽症者を受け入れる際の問題点に

ついて

承認
報告

承認
報告

・利益相反委員会
　　令和 2 年 6 月 19 日 1. 利益相反（COI）に関する指針等について（一部改正）

①　利益相反（COI）に関する指針
②　利益相反に関する指針の取扱規程
③　利益相反委員会規程

2. 厚生労働科学研究費補助金（腎疾患政策研究事業）の研究者に
係る利益相反について

承認
承認
承認
承認
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2. 事業の実施状況

公 1　透析医療及び腎不全対策に関する調査研究，普及，教育研修事業

1. 調査研究事業
（1）　標準透析療法委員会

①　支部長会
令和 2 年 10 月 3 日，WEB（Zoom）にて支部長会議を開催し，40 名が出席し，新型コロナウイルス感

染症対策及び透析排水管理に関する諸問題について，詳細な説明・報告及び関連事項の質疑応答を行った．
②　透析の開始と継続に関する意思決定プロセスについての提言

日本透析医学会において，「透析の開始と継続に関する意思決定プロセスについての提言」を令和 2 年
4 月 17 日に公表し，この提言作成委員会に当会から役員 2 名，及び外部査読委員に当会から 1 名の役員
を推薦した．

（2）　腎不全対策委員会
1）　CKD（慢性腎臓病）対策部会

①　厚生労働省が定めた令和 2 年度臓器移植普及推進月間について，主催の一団体として参画し，臓器移
植推進国民大会を後援した．

②　（公社）日本臓器移植ネットワーク運営事業に参画し，腎移植の普及推進に協力した．
③　血液透析患者実態調査検討ワーキンググループにおいて，平成 28 年度（2016 年度）血液透析患者実

態調査結果のデータを分析し，次回令和 3 年度（2021 年度）調査に向けて調査項目及び調査計画等
について検討した．

　　　また，血液透析患者実態調査検討ワーキンググループ・透析医療研究会において，透析医療施設に
おける災害の備えに関する問題点を探るため，「透析医療施設における災害への備えに関する調査」
を実施した．その調査結果「透析医療施設における災害対策の実行度」については，日本透析医会雑
誌（Vol.35-No.2）に掲載した．

2）　在宅血液透析部会
在宅血液透析管理マニュアル改訂に向けたワーキンググループにおいて，「在宅血液透析管理マニュ

アル」（平成 22 年 2 月発刊）の改訂版を令和 2 年 8 月 31 日に発行した．また，この概要については，
日本透析医会雑誌（Vol.36-No.1）に掲載する予定である．

（3）　医療経済委員会
1）　制度調査部会

令和 2 年 6 月，第 24 回透析医療費実態調査を実施した．161 施設の協力を得て，6 月分の外来透析診
療のレセプト情報を Web システムにより集計及び分析した．

有効レセプト数は，全例 12,082 件（病院 5,443 件，診療所 6,639 件）であった．調査結果は，日本透
析医会雑誌（Vol.35-No.3）に掲載した．

2）　経営検討部会
透析排水管理に関する諸問題については，平成 30 年 7 月に東京都下水道局より指摘を受けて，これ

まで会告や勧告を発出してきた．また，日本透析医学会，日本臨床工学技士会及び日本透析医会の 3 団
体の委員（当会：専務理事）で構成する「透析排水管理ワーキンググループ」において，透析排水に関
する関係法規を遵守し適正な排水管理を実施することを目的とした「2019 年版透析排水基準」（令和元
年 10 月 30 日）を策定し，関係者に周知してきたところである．

それ以降，当問題については，東京都下水道局と協議しつつ，東京都 23 区内における対応策をまとめ，
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その概要を令和 2 年 10 月 3 日に開催した支部会において説明した．この内容については，「透析排水管
理に必要な除害施設の導入：東京都 23 区内を例として」として令和 3 年 3 月 1 日ホームページに掲載
し関係者に周知した．また，日本透析医会雑誌（Vol.36-No.1）に掲載する予定である．

（4）　医療保険委員会
令和 2 年 10 月 3 日，WEB（Zoom）にて第 25 回透析保険審査委員懇談会を開催し，全国の保険審査

委員 100 名が参加した．当日は，事前に実施したアンケート（検討事項，要望事項等）に基づき，基本
診療料，医学管理，検査・画像，投薬 ･ 注射，処置，手術の診療行為別に討論を行った．その詳細な報
告については，日本透析医会雑誌（Vol.36-No.1）に掲載する予定である．

（5）　介護保険委員会
「介護入居施設からみた透析患者や透析医療に関する意識調査および実態調査」（平成 30 年実施）をも

とに，要介護問題を含め高齢者腎不全患者の抱える問題を明らかにし，高齢腎不全患者が幸せな生活が
送れるよう医療・介護体制の構築に向けて検討を行うこととしていたが，新型コロナウイルス感染症の
影響で次年度において検討することとしている．

（6）　透析医療の中長期的な在り方検討委員会
①　透析医療におけるチーム医療に関する検討ワーキンググループ

「透析医療における職種別業務分担に関する調査報告」（平成 24 年調査実施，日本透析医会雑誌
Vol.27-No.1 にて報告）をもとに，今後の透析医療の提供体制における看護師及び臨床工学技士の担
うべき役割等について医師のタスクシフティングの観点からの検討を行い，透析医療に関する職種別
業務分担（診療補助行為）について検討を行うこととしていたが，新型コロナウイルス感染症の影響
で次年度において検討することとしている．

②　透析医療の自主機能評価指標に関する検討ワーキンググループ
透析医療の自主機能評価指標（平成 26 年 3 月）の項目等の見直しを行い，日本透析医学会，日本

臨床工学技士会及び日本腎不全看護学会との連携のもとに，令和 2 年 7 月に透析医療施設に対して同
指標の公開について理解・協力を求めた．

なお，公開施設一覧については，当会ホームページに掲載した．

2. 普及事業
（1）　会誌編集委員会

①　機関誌の発刊
「日本透析医会雑誌」Vol.35-No.1（4 月），Vol.35-No.2（8 月），Vol.35-No.3（12 月）の 3 巻を発行

した．
②　機関誌の充実

・透析医療にかかわる経済的問題・制度及び医療安全・災害・感染症（特に新型コロナウイルス感染
症）等への対策を重要課題とし，また透析医療に関する最新・話題の学術論文，各種実態調査報告
等をタイムリーに提供するため，企画・検討し，機関誌に掲載した．

・各都道府県透析医会（支部）における透析患者の新型コロナウイルス感染症対策について情報共有
を図るため，各都道府県におけるこれまでの対応，課題および今後の対応等について報告をいただ
き掲載した（Vol.35-No.3）．

・透析患者の新型コロナウイルス感染症の症例報告を募集し，3 例の論文を掲載した．これに伴い症
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例報告の投稿規程を追加した．
・病理組織，災害状況などの図表のカラー化を進めるなど，機関誌の充実を図った．

③　研修セミナー等の各種情報を機関誌に掲載した．

3. 教育研修事業
（1）　研修委員会

1）　研修セミナー
①　令和 2 年度研修セミナーの開催状況

ア. 春期（東京開催）
令和 2 年 5 月 17 日（日）に開催を予定していたが，新型コロナウイルス感染症の動向を踏ま

え中止とした．
イ. 秋期（高松開催）

令和 2 年 10 月 4 日（日）に開催を予定していたが，新型コロナウイルス感染症の動向を踏ま
え，WEB（動画配信）で開催した．
・主　題：透析医療は・・此処まで来て・・何を抱えて・・何を目指すのか
・配信期間：令和 2 年 10 月 15 日（木）～11 月 6 日（金）
・聴講者数：6 演題で述べ 1,698 名（1 演題当たり 283 名）

②　令和 3 年度研修セミナーの開催予定
ア. 春期（東京開催）

令和 3 年 5 月 16 日（日）に開催を予定していたが，新型コロナウイルス感染症の動向を踏ま
え，WEB（動画配信）で開催することとした．
・主　題：我が国の透析医療を巡る‥今
・配信期間：令和 3 年 4 月 28 日（水）～5 月 31 日（月）

イ. 秋期（京都開催）
・主　題：腎不全・透析医療が日常的に遭遇する諸課題
・開催日：令和 3 年 10 月 3 日（日）
・会　場：京都ブライトンホテル

2）　地域医療システム確立のための都道府県単位で開催される研修会への経費補助
支部（都道府県透析医会）が開催した以下の研修会・講演会（2 支部・2 件）に対し，経費の助成を

行った．
・神奈川県透析医会 「第 4 回神奈川県透析医会総会・学術講演会」
・静岡県透析医会 「第 56 回静岡県腎不全研究会」

公 2　透析医療及び腎不全対策に関する研究助成事業

1. 研究助成事業
（1）　研究助成審査委員会

公募研究助成の申請のあった 22 件について，研究助成審査委員会において厳正なる審査を行い，理事
会の承認を経て以下のとおり決定した（12 件・総額 17,130,000 円）．

・慢性腎臓病に伴う認知機能障害の病態解明と治療基盤の構築 1,500,000 円
 （日本大学薬学部 薬理学研究室　小菅 康弘）



日本透析医会雑誌　Vol. 36　No. 2　2021374

・慢性腎臓病のビッグデータに人工知能を活用した治療シミュレーションシステムの開発 1,000,000 円
 （川崎医科大学医学部　神田 英一郎）
・透析患者の流行性ウイルス感染重症化予防を目指す運動療法の効果検討 930,000 円
 （筑波大学医学医療系 腎臓内科学　永井　恵）
・維持透析患者における整形外科手術時の死亡リスク要因の探索 1,050,000 円
 （東京大学大学院医学系研究科 糖尿病・生活習慣病予防講座　岡田　啓）
・腹膜透析における MAPK ファミリーの役割の解明 1,500,000 円
 （京都大学 腎臓内科　横井 秀基）
・微小変化型ネフローゼ症候群の病態解明と治療法開発 1,700,000 円
 （東京大学医学部附属病院 血液浄化療法部　浦江 聖也）
・腎不全看護師における腎代替療法選択支援の実態と，腎移植看護に対する知識ニーズに 

関する全国調査 650,000 円
 （東京工科大学医療保健学部 看護学科　小坂 志保）
・正コレステロール血症を呈する閉塞性動脈硬化症に対する LDL 吸着療法の検討と受容体 

結合蛋白に着目したメカニズムの解明 1,700,000 円
 （横浜市立大学医学部 循環器・腎臓・高血圧内科学　涌井 広道）
・ヒストンメチル化修飾への介入による血管石灰化抑制 2,150,000 円
 （慶應義塾大学医学部 血液浄化・透析センター　吉田　理）
・透析中運動療法が局所脳酸素飽和度と認知機能へ与える効果の解明 1,300,000 円
 （嬉泉病院リハビリテーション科　小島　将）
・鉄欠乏合併 CKD における HIF-PHI の FGF23 と心筋リモデリングへの影響 2,000,000 円
 （昭和大学医学部内科学講座 腎臓内科学部門　齋藤 友広）
・北海道内の透析患者を対象とした新型コロナウイルス感染症サーベイランスと予防のため 

の ICT を用いた健康観察システム 1,650,000 円
 （札幌医科大学医学部 公衆衛生学講座/循環器・腎臓・代謝内分泌内科学講座　小山 雅之）

公 3　透析医療及び腎不全対策に関する安全対策事業

1. 災害対策事業
（1）　災害時透析医療対策委員会

①　第 21 回災害時情報ネットワーク会議
第 21 回災害時情報ネットワーク会議については，新型コロナウイルス感染症の影響で中止とした．
なお，令和 2 年 6 月 24 日にメールにて災害時透析医療対策委員会が開催され，2019 年度活動報告

及び 2020 年度活動計画が承認された．
②　第 21 回災害時情報伝達訓練

令和 2 年 9 月 1 日，地域における情報伝達網を活用して，地域情報伝達用ホームページ又は本部ホ
ームページに施設情報の登録を依頼し，46 都道府県で計 2,282 施設が参加した．

③　災害時の対応
〈災害時情報活動〉

以下の大規模災害（地震：震度 6 弱※以上，風水害，火山活動等）に対応して，災害時情報メーリ
ングリスト（Joho_mail）を活用して災害時情報活動を行った．

・令和 2 年 7 月 4 日　令和 2 年（2020 年）7 月豪雨（西日本）
7 月 28 日　台風 4 号から変わった温帯低気圧による北海道・東北の日本海側を中心と 
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　　　　　  する大雨
9 月 1 日　台風 9 号の沖縄県接近による大雨（九州）
9 月 3 日　台風 10 号による暴風・大雨（九州）
9 月 22 日　台風 12 号や前線の影響による大雨（西日本）

10 月 9 日　台風 14 号や前線の影響による大雨（西日本）
12 月 17 日　日本海側を中心とした大雪
12 月 30 日　北日本から西日本の日本海側を中心とした大雪

・令和 3 年 1 月 7 日　北日本・東日本から西日本の日本海側を中心とした暴風雨と大雪
2 月 13 日　福島県沖を震源とする地震

※地震発生時の情報収集開始震度の変更：震度 5 強→震度 6 弱
　〔第 19 回災害時情報ネットワーク会議（平成 30 年 6 月 29 日）にて決定〕

④　災害時情報ネットワークの保守・管理（システム及びメーリングリスト）
⑤　JHAT（日本災害時透析医療協働支援チーム）への参画，協力

（2）　令和 2 年度厚生労働科学研究費補助金（腎疾患政策研究事業）について
山川智之常務理事が，研究代表者として令和 2 年度厚生労働科学研究費補助金（腎疾患政策研究事

業）における研究課題「慢性腎臓病患者（透析患者等を含む）に特有の健康課題に適合した災害時診療
体制の確保に資する研究」に取り組んだ．

2. 医療安全対策事業
（1）　医療安全対策委員会

1）　医療事故対策部会
透析医療事故に関する全国調査を実施することとしていたが，新型コロナウイルス感染症の動向を踏

まえ次年度に延期した．
2）　感染防止対策部会

①　「透析施設における標準的な透析操作と感染予防に関するガイドライン（四訂版）」の改訂について
透析施設における標準的な透析操作と感染予防に関するガイドライン改訂に向けたワーキンググルー

プにおいて，「透析施設における標準的な透析操作と感染予防に関するガイドライン（四訂版）」（2015

年 3 月発刊）を改訂し，令和 2 年 4 月 30 日に五訂版を発刊した．
②　新型コロナウイルス（COVID-19）感染症への対応について

新型コロナウイルス感染対策については，令和 2 年 2 月 28 日に「新型コロナウイルス感染対策ワー
キンググループ」を設置し，また令和 2 年 5 月 12 日には日本透析医会・日本透析医学会・日本腎臓学
会新型コロナウイルス感染対策合同委員会が設置され，透析施設における感染対策にあたっているとこ
ろである．

これらの取組状況については，次表のとおりである．
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新型コロナウイルス感染症への取組状況

年月日 日本透析医会
新型コロナウイルス感染対策ワーキンググループ

日本透析医会・日本透析医学会・日本腎臓学会
新型コロナウイルス感染対策合同委員会

2020 年
2 月 4 日 新型コロナウイルス関連肺炎に対する透析施設での対

応について（第 1 報）（HP）

18 日 新型コロナウイルス感染症への対応について（会告）
（HP）

26 日 新型コロナウイルス感染症に対する透析施設での対応
について（第 2 報）（HP）

28 日 日本透析医会 感染防止対策部会の下に「新型コロナ
ウイルス感染対策ワーキンググループ」

（委員長：菊地勘先生）を設置

3 月 3 日 透析患者に新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
が疑われた場合，確定した場合の対応（会告）

（日本透析医会・日本透析医学会・日本腎臓学会）（HP）

透析患者に新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
が疑われた場合，確定した場合の対応

（上記 3 団体から厚生労働省健康局がん・疾病対策課
長への要望）

4 日 新型コロナウイルス感染症に対する透析施設での対応
について（第 3 報）（HP）
～COVID-19 の感染拡大期からまん延期における透析
施設での具体的な感染対策～

6 日 新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）の PCR 検査につ
いて（会告）（HP）

12 日 新型コロナウイルス（COVID-19）肺炎を発症した血
液透析患者の経過についての症例報告（HP）

16 日 緊急全国 WEB セミナーの開催
「新型コロナウイルス感染（COVID-19）の現況と透析
施設での感染対策～感染拡大期からまん延期に備えて
～」（講師：菊地勘先生）

25 日 透析施設での新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
に対する感染対策徹底のお願い（HP）

27 日 3 月 26 日の厚生労働省がん・疾病対策課からの照会
に対する日本透析医会からの回答及び要望書の提出

「日本透析医会・日本透析医学会 新型コロナウイルス
感染対策合同委員会」の設置（委員長：菊地勘先生）

4 月 1 日 新型コロナウイルス感染症に対する透析施設での対応
について（第 4 報）（HP）

2 日 透析施設での新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
に対する感染対策徹底のお願い（No.2）（HP）

【症例報告 1】
「透析患者における新型コロナウイルス（COVID-19）
感染例と当院での対応」（HP）

3 日 新型コロナウイルス感染症に対する透析施設での対応
について（第 4 報改訂版）（HP）

6 日 新型コロナウイルス感染症の軽症者等に係る宿泊療養
及び自宅療養の対象並びに自治体における対応に向け
た準備についての要約（HP）

日本透析医会・日本透析医学会 新型コロナウイルス
感染対策合同委員会の開催（WEB）

8 日 透析施設における COVID-19 感染症例報告について
（お願い）
（HP・メール：支部長，会員，透析施設管理医師）

10 日 帰省や旅行など都道府県をまたいだ移動自粛のお願い
と透析施設における注意点（HP）

透析患者における新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 4 月 10 日時点）（HP）

15 日 新型コロナウイルス感染症に対応したがん患者・透析
患者・障害児者・妊産婦・小児に係る医療提供体制に
ついて（HP）
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年月日 日本透析医会
新型コロナウイルス感染対策ワーキンググループ

日本透析医会・日本透析医学会・日本腎臓学会
新型コロナウイルス感染対策合同委員会

17 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 4 月 17 日時点）（HP）

24 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 4 月 24 日時点）（HP）

27 日 「新型コロナウイルス感染症に対する都道府県と都道
府県支部との連携状況に関するアンケート」へのご協
力のお願い（支部長あてメール）

28 日 日本透析医学会・日本透析医会声明文（HP）

新型コロナウイルス感染症に対するファビピラビル（ア
ビガン）に係る観察研究の概要及び同研究に使用する
ための医薬品の提供に関する周知依頼について（HP）

5 月 1 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 5 月 1 日時点）（HP）

8 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 5 月 8 日時点）（HP）

11 日 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の PCR 検査
に関する要望（厚生労働大臣あて）

（日本透析医学会・日本透析医会・日本腎臓学会）

12 日 「日本透析医会・日本透析医学会・日本腎臓学会新型
コロナウイルス感染対策合同委員会」の設置

（委員長：菊地勘先生）

14 日 新型コロナウイルス抗原検出用キットの医薬品医療機
器等法の承認について（HP）

15 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 5 月 15 日時点）（HP）

18 日 新型コロナウイルス感染症に関する症例報告について
（募集）（HP）

【症例報告 2】
「透析導入後に維持透析目的にて転入され，SARS-CoV-2
陽性となった透析患者の 1 例～感染管理の視点から～」

（HP）

22 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 5 月 22 日時点）（HP）

29 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 5 月 29 日時点）（HP）

新型コロナウイルス感染対策合同委員会と日本臨床工
学技士会との共同調査～透析医療機器および個人防護
具に関する現況調査依頼～（お願い）（HP）

6 月 2 日 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する
法律における新型コロナウイルス感染症患者の退院及
び就業制限の取扱いについて（一部改正）（HP）

透析患者における新型コロナウイルス感染症（COVID- 
19）の PCR 検査について（HP）

5 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 6 月 5 日時点）（HP）

7 日 【TAD 掲載】
「COVID-19 of dialysis patients in Japan: current status 

and guidance on preventive measures」
（著者：菊地勘先生 他）

12 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 6 月 12 日時点）（HP）

15 日 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する
法律における新型コロナウイルス感染症患者の退院及
び就業制限の取扱いについて（一部改正）（HP）

19 日 新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業（医療
分）の実施について（支部長あてメール）

透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 6 月 19 日時点）（HP）
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年月日 日本透析医会
新型コロナウイルス感染対策ワーキンググループ

日本透析医会・日本透析医学会・日本腎臓学会
新型コロナウイルス感染対策合同委員会

22 日 今後を見据えた新型コロナウイルス感染症の医療提供
体制整備について（HP）

26 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 6 月 26 日時点）（HP）

7 月 2 日 【症例報告 3】
「人工呼吸管理を要した COVID-19 が改善した透析導
入患者の一例」（HP）

3 日 【論文紹介 1】
「2003 年に流行した SARS-CoV-1 と新型コロナウイル
ス（SARS-CoV-2）の感染持続能力の評価」（HP）

透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 7 月 3 日時点）（HP）

7 日 新型コロナウイルス感染対策合同委員会と日本臨床工
学技士会，日本災害時透析医療協働支援チームとの共
同調査「透析医療機器および個人防護具に関する現況
調査」の結果報告（HP）

9 日 COVID-19 の第 2 波に備えた透析施設での感染対策の
徹底について（お願い）（HP）

【論文紹介 2】
「鼻咽腔検体と唾液検体での PCR ウイルス量の比較」
（HP）

10 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 7 月 10 日時点）（HP）

17 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 7 月 17 日時点）（HP）

20 日 【論文紹介 3】
「SARS-CoV-2 感染に対する偽陰性検査結果―その難し
さと意味するもの」（HP）

24 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 7 月 24 日時点）（HP）

31 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 7 月 31 日時点）（HP）

COVID-19 新規感染者数増加に伴う透析施設での感染
対策の徹底について（お願い）（HP）

8 月 4 日 【論文紹介 4】
「COVID-19 透析患者の症状および転帰」（HP）

7 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 8 月 7 日時点）（HP）

11 日 【論文紹介 5】
「COVID-19 入院患者に対するデキサメタゾンの効果」 
（HP）

14 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 8 月 14 日時点）（HP）

COVID-19 新規感染者数急増に伴う透析施設での感染
対策の徹底について（お願い）（HP）

18 日 【論文紹介 6】
「SARS-CoV-2 に感染した血液透析患者の臨床的特徴と
短期予後～Brescia Renal COVID Task Force からの報
告～」（HP）

21 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 8 月 21 日時点）（HP）

25 日 【論文紹介 7】
「血清抗体検査での血液透析患者における無症候性
COVID-19 感染の割合」（HP）

28 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 8 月 28 日時点）（HP）
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年月日 日本透析医会
新型コロナウイルス感染対策ワーキンググループ

日本透析医会・日本透析医学会・日本腎臓学会
新型コロナウイルス感染対策合同委員会

9 月 1 日 【論文紹介 8】
「COVID-19 の診断と予後における予測モデル」（HP）

4 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 9 月 4 日時点）（HP）

8 日 【論文紹介 9】
「武漢における血液透析患者の臨床像と医学的介入」
（HP）

11 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 9 月 11 日時点）（HP）

15 日 【論文紹介 10】
「都市における血液透析施設での COVID-19 のアウト
ブレイク」（HP）

18 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 9 月 18 日時点）（HP）

23 日 【論文紹介 11】
「COVID-19 腹膜透析患者の腹膜透析排液」（HP）

25 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 9 月 25 日時点）（HP）

29 日 【論文紹介 12】
「SARS-CoV-2 に対する mRNA ワクチンのフェーズ 1
試験」（HP）

10 月 2 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 10 月 2 日時点）（HP）

6 日 【論文紹介 13】
「COVID-19 のウイルス放出と伝染性がいつから始ま
るのか？」（HP）

8 日 新型コロナウイルス感染症に対する透析施設での対応
について（第 5 報）（HP）

9 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 10 月 9 日時点）（HP）

13 日 【論文紹介 14】
「唾液検体と鼻咽頭検体による SARS-CoV-2 の定量　
測定」（HP）

16 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 10 月 16 日時点）（HP）

20 日 【論文紹介 15】
「透析ユニットでの COVID-19 をコントロールするた
めの鍵」（HP）

23 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 10 月 23 日時点）（HP）

27 日 【論文紹介 16】
「COVID-19 成人患者へのレムデシビル治療：リビン
グシステマティックレビュー」（HP）

30 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 10 月 30 日時点）（HP）

11 月 3 日 【論文紹介 17】
「欧米の腎不全患者における COVID-19 の発生率と致
死率について」（HP）

6 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 11 月 6 日時点）（HP）

10 日 【論文紹介 18】
「COVID-19 の感染を防ぐための物理的距離，フェイ
スマスク，およびアイガードの効果」（HP）
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年月日 日本透析医会
新型コロナウイルス感染対策ワーキンググループ

日本透析医会・日本透析医学会・日本腎臓学会
新型コロナウイルス感染対策合同委員会

13 日 COVID-19 の第 3 波に備えた透析施設での感染対策の
徹底について（お願い）（HP）

透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 11 月 13 日時点）（HP）

17 日 【論文紹介 19】
「高齢者における BCG ワクチンの感染症に対するラ
ンダム化試験」（HP）

19 日 COVID-19 新規感染者数急増に伴う透析施設での感染
対策の徹底について（お願い）（HP）

20 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 11 月 20 日時点）（HP）

24 日 【論文紹介 20】
「米国における COVID-19 重症患者の死亡に関連する
因子」（HP）
日本医学連合会 COVID-19 expert opinion の公開につ
いて（HP）

27 日 COVID-19 透析患者の急増に伴う透析施設での患者教
育および対策の徹底について（お願い）（HP）

透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 11 月 27 日時点）（HP）

28 日 太田圭洋先生が合同委員会委員に就任

12 月 1 日 【論文紹介 21】
「SARS-CoV-2 感染入院患者における血清 25（OH）D
濃度」（HP）

4 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 12 月 4 日時点）（HP）

8 日 【論文紹介 22】
「ベルギーの血液透析施設における SARS-CoV-2 感染
者の 3 か月間にわたる血清学的抗体価の推移」（HP）

11 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 12 月 11 日時点）（HP）

15 日 【論文紹介 23】
「COVID-19 における急性腎障害の有病率と影響」（HP）

18 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 12 月 18 日時点）（HP）

COVID-19 透析患者の新規感染者数急増に対する対策
へのご協力のお願い（HP）

22 日 【論文紹介 24】
「集中治療室に入室する COVID-19 の転帰と既存の腎
疾患の関係について」（HP）

25 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者数
（2020 年 12 月 25 日時点）（HP）

28 日 東京区部災害時透析医療ネットワーク Web 区民公開
講座「透析患者様における新型コロナウイルス感染の
現状と対策」（HP）

2021 年
1 月 8 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の

登録数（2021 年 1 月 7 日時点）（HP）

COVID-19 透析患者の新規感染者数急増に対する対策
へのご協力について（お願い）

12 日 【論文紹介 25】
「米国の透析患者の血清を用いて SARS-CoV-2 に対す
る抗体陽性率を調査し，患者属性ごとの特徴を調べた
横断研究」（HP）

15 日 新型コロナウイルス感染症の透析患者に対する医療提
供体制の整備について（お願い）（HP）

透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 1 月 14 日時点）（HP）
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年月日 日本透析医会
新型コロナウイルス感染対策ワーキンググループ

日本透析医会・日本透析医学会・日本腎臓学会
新型コロナウイルス感染対策合同委員会

18 日 感染症対策 e-ラーニング動画
「透析施設における感染症対策―飛沫感染・接触感染
の予防―」（HP）

19 日 【論文紹介 26】
「COVID-19 を対象とした感染予防は透析用中心静脈
カテーテル関連感染症の劇的な減少と関連がある」

（HP）

20 日 【症例報告 4】
「COVID-19 に罹患した未入院中の外来通院血液透析
患者に緊急避難的に Oseltamivir（オセルタミビル）
にて治療を試みた 1 例」（HP）

新型コロナウイルス感染症透析患者の透析医療の確保
についての提言（HP）

22 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 1 月 21 日時点）（HP）

26 日 【論文紹介 27】
「米国透析患者における COVID-19 の危険因子と予後」 
（HP）

29 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 1 月 28 日時点）（HP）

2 月 2 日 【論文紹介 28】
「腹膜透析患者のケースシリーズ研究」（HP）

5 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 2 月 4 日時点）（HP）

9 日 【論文紹介 29】
「COVID-19 と季節性インフルエンザの比較背景　情
報・罹患率・致死率―国民データベースによる後ろ向
きコーホート研究―」（HP）

12 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 2 月 11 日時点）（HP）

16 日 【論文紹介 30】
「COVID-19 に対する実験的治療：非盲検対照研究」
（HP）

19 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 2 月 18 日時点）（HP）

22 日 クラスターの発生防止のための感染対策徹底のお願い
（HP）

24 日 【論文紹介 31】
「COVID-19 入院患者における RAS 阻害薬の中止と継
続の効果の比較」（HP）

26 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 2 月 25 日時点）（HP）

3 月 2 日 【論文紹介 32】
「ファイザー社のメッセンジャー RNA ワクチンの効果
と副反応を報告した論文」（HP）

透析施設における新型コロナウイルス感染症例報告に
ついて（支部長あてメール）

5 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 3 月 4 日時点）（HP）

9 日 【論文紹介 33】
「Covid-19 患者に対するトシリズマブの効果～ 2 つの
臨床試験の結果から～」（HP）

12 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 3 月 11 日時点）（HP）

16 日 透析施設における新型コロナウイルス感染症の症例報
告様式の一部変更について（支部長あてメール）
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その他の事業

情報管理委員会
・ホームページの運用・管理を行い，次の情報をホームページに掲載し情報発信した．

なお，新型コロナウイルス感染症関連の掲載については，前項感染防止対策部会の「（表）新型コロナウイ
ルス感染症への取組状況」による．

（令和 2 年）
 4 月 1 日　春期研修セミナー「透析医療における Current Topics 2020」中止のお知らせ
 4 月 27 日　通常総会について（ご案内）
 5 月 1 日　透析施設における標準的な透析操作と感染予防に関するガイドライン（五訂版）
　  〃   　　日本透析医会雑誌 Vol.35-No.1

　  〃   　　研修セミナー講演録（令和元年度秋期研修セミナー（熊本開催））
 5 月 21 日　令和元年度事業報告・財務諸表，役員名簿，定款，委員会（部会）名簿
 5 月 29 日　令和 2 年度日本透析医会公募研究助成金の申請について（案内）
 7 月 1 日　透析医療の自主機能評価指標の公開について（お願い）
 8 月 28 日　日本透析医会雑誌 Vol.35-No.2

　  〃   　　在宅血液透析管理マニュアル（改訂版）
 8 月 31 日　秋期研修セミナー（WEB 開催）について（ご案内）
 9 月 28 日　秋期研修セミナー（WEB 開催）抄録集の掲載について
10 月 15 日　秋期研修セミナー（WEB 開催）の動画配信（10 月 15 日～11 月 6 日）
10 月 28 日　厚生労働科学特別研究事業「腎臓病・透析患者における COVID-19 対策の全国調査および 

易感染性・重症化因子の後方視的解析」について（お知らせ）
11 月 9 日　秋期研修セミナー（WEB 開催）配信期間終了について
　  〃   　　秋期研修セミナー（WEB 開催）DVD の貸出について
　  〃   　　厚生労働科学研究費補助金（腎疾患政策研究事業）「災害時情報ネットワークに関するアン

ケート調査について（お願い）」
12 月 1 日　透析医療の自主機能評価指標の公開施設一覧（2020 年 12 月 1 日現在）
12 月 25 日　日本透析医会雑誌 Vol.35-No.3

年月日 日本透析医会
新型コロナウイルス感染対策ワーキンググループ

日本透析医会・日本透析医学会・日本腎臓学会
新型コロナウイルス感染対策合同委員会

16 日 【論文紹介 34】
「退院した患者における Covid-19 発症 6 ヶ月後の健康
への影響：コホート研究」（HP）

透析施設における新型コロナウイルス感染症の症例　
報告様式の一部変更について（HP）

19 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 3 月 18 日時点）（HP）

23 日 【論文紹介 35】
「BNT162b2 mRNA COVID-19 ワクチン効果の国家規模
での調査」（HP）

26 日 透析患者における累積の新型コロナウイルス感染者の
登録数（2021 年 3 月 25 日時点）（HP）

30 日 【論文紹介 36】
「ICU に入室した重症 COVID-19 患者における静脈血
栓塞栓症と大出血，早期の抗凝固療法の効果について
の大規模観察研究」（HP）
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（令和 3 年）
 2 月 5 日　透析医療の自主機能評価指標の公開施設一覧（2021 年 2 月 1 日現在）
 2 月 24 日　COVID-19 蔓延下での診療体制についての全国調査アンケート結果
 3 月 1 日　透析排水管理に必要な除害施設の導入：東京都 23 区内を例として
　  〃   　　春期研修セミナー（WEB 開催）について（ご案内）
 3 月 18 日　日本透析協会の「透析施設ナビ開設のご案内と会員登録のお願い」の文書について
 3 月 26 日　令和 2 年度公募研究助成の決定について
　  〃   　　令和 3 年度事業計画・収支予算について

3. 会務報告

（令和 2 年）
 4 月 10 日　令和元年度にかかる事業及び計算書類等の監事監査
 5 月 12 日　後援：（公社）日本臨床工学技士会「2020 年度【e ラーニング】透析液安全管理責任者研修会」

～6 月 10 日
 5 月 17 日　後援：（一社）全国腎臓病協議会「2020 年度全腎協全国大会 in こおりやま」
 5 月 23 日　後援：（公社）日本臨床工学技士会「第 30 回日本臨床工学会（名古屋市）」
　 ～24 日
 6 月 5 日　東京法務局あて申請：変更登記申請書（定款の一部変更に伴う目的等の変更，監事の変更）
 6 月 23 日　内閣総理大臣（内閣府）あて報告：変更届出書（定款の一部変更，監事の変更）
　  〃   　　内閣総理大臣（内閣府）あて提出：令和元年度事業報告等
 6 月 24 日　「第 24 回透析医療費実態調査」実施（221 施設あて依頼）
 8 月 26 日　監事監査
 9 月 25 日　東京法務局あて申請：変更登記申請書（理事の変更）
10 月 1 日　共催：厚生労働省「令和 2 年度臓器移植普及推進月間」
　 ～31 日
10 月 30 日　監事監査
12 月 15 日　後援：（公社）日本臨床工学技士会「2020 年度【e ラーニング】透析液安全管理責任者研修会」

～1 月 13 日
（令和 3 年）

 1 月 22 日　監事監査
 1 月 24 日　後援：NPO 法人東京腎臓病協議会「第 32 回腎臓病を考える都民のつどい」
 3 月 2 日　後援：（公社）日本臨床工学技士会「2020 年度【e ラーニング】透析液安全管理責任者研修会」
　 ～31 日
 3 月 26 日　内閣総理大臣あて（内閣府）提出：令和 3 年度事業計画・収支予算
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Ⅱ. 法人の概況

1. 役員に関する事項

（1）　理事
令和 3 年 3 月 31 日現在

役職名 氏　名 現　　　　　職

会　　長 秋澤　忠男 昭和大学医学部内科学講座腎臓内科学部門　客員教授
副 会 長 隈　　博政 医療法人明楽会　理事長（くまクリニック）

〃 篠田　俊雄 つくば国際大学医療保健学部医療技術学科　教授・学科長
専務理事 宍戸　寛治 社会医療法人財団石心会　川崎クリニック　院長
常務理事 太田　圭洋 社会医療法人名古屋記念財団　理事長（名古屋記念病院）

〃 甲田　　豊 医療法人社団甲田内科クリニック　理事長
〃 土谷晋一郎 特定医療法人あかね会　会長（土谷総合病院）
〃 戸澤　修平 医療法人社団北辰　理事長（クリニック 1・9・8 札幌）
〃 山川　智之 特定医療法人仁真会　理事長（白鷺病院）

理　　事 東　　仲宣 特定医療法人財団松圓会　理事長（東葛クリニック病院）
〃 安藤　亮一 医療法人社団清湘会　清湘会東砂病院　副院長
〃 伊藤　孝史 島根大学医学部附属病院腎臓内科　診療教授
〃 今田　直樹 社会福祉法人京都社会事業財団　西陣病院　副院長
〃 加藤　明彦 浜松医科大学医学部附属病院血液浄化療法部　病院教授
〃 亀川　隆久 独立行政法人地域医療機能推進機構南海医療センター　名誉院長
〃 久木山厚子 医療法人社団三村久木山会　理事長（宇土中央クリニック）
〃 久保　和雄 医療法人社団昇陽会　高円寺すずきクリニック　顧問
〃 黒田　重臣 くろだ明大前クリニック　院長
〃 小林　真也 医療法人社団萌生舎　理事長（宮の沢腎泌尿器科クリニック）
〃 酒井　　謙 東邦大学腎臓学講座　教授
〃 佐藤　壽伸 独立行政法人地域医療機能推進機構仙台病院　副院長
〃 佐中　　孜 医療法人社団靭生会　メディカルプラザ市川駅　院長
〃 鈴木都美雄 医療法人鈴木泌尿器科　理事長
〃 沼田　　明 医療法人尚腎会　高知高須病院　副理事長・名誉院長
〃 百武　宏幸 医療法人百武医院　理事長
〃 前田　憲志 医療法人有心会　大幸砂田橋クリニック　院長
〃 村上　秀一 医療法人三良会　理事長（村上新町病院）
〃 山下　達博 医療法人社団博寿会　理事長（山下医院）
〃 依藤　良一 医療法人社団仁成会　仁成クリニック

・すべて非常勤，無報酬
・任期：令和元年 5 月 19 日から令和 3 年度通常総会の終結の時まで

（2）　監事
令和 3 年 3 月 31 日現在

監　　事 岩崎　文昭※2 鳥飼総合法律事務所　弁護士・公認会計士

〃 杉崎　弘章※1 医療法人社団心施会　会長（府中腎クリニック）

〃 渡邊　有三※2 春日井市民病院　統括顧問

・すべて非常勤，無報酬
・任期：※1　令和元年 5 月 19 日から令和 3 年度通常総会の終結の時まで
　　　　※2　令和 2 年 5 月 17 日から令和 4 年度通常総会の終結の時まで
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2. 会員に関する事項

会員区分※ 令和元年度
（令和 2 年 3 月 31 日現在）

令和 2 年度
（令和 3 年 3 月 31 日現在） 増　減

A 会員

（1）   443 名   443 名 　0 名

（2）   161 名   157 名 －4 名

（3）    87 名    84 名 －3 名

（4）    54 名    53 名 －1 名

B 会員
（1）   156 名   153 名 －3 名

（2）   195 名   203 名 　8 名

合　計 1,096 名 1,093 名 －3 名

※会員区分について
　A 会員：私的医療機関の管理者・透析部門責任者
　　　　　（所属施設の透析機台数に応じ（1）～（4）に区分）
　　　　　（1）30 台以上　（2）20～29 台　（3）10～19 台　（4）0 台～9 台
　B 会員：公的医療機関の管理者・透析部門責任者及び勤務医
　　　　　（1）　公的医療機関の管理者・透析部門責任者
　　　　　（2）　勤務医

令和 2 年度事業報告の附属明細書

令和 2 年度事業報告には，一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則第 34 条第 3 項に
規定されている「事業報告の内容を補足する重要な事項」がないため，事業報告の附属明細書は作成
しておりません．



日本透析医会雑誌　Vol. 36　No. 2　2021386

第 1 号議案

令和 2 年度財務諸表

1. 貸借対照表（令和 3 年 3 月 31 日現在）
（単位：円）

科　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　資産の部
　1. 流動資産
　　現金預金
　　　　現金
　　　　定期預金
　　　　普通預金
　　　　振替口座

46,118
700

22,019,111
6,362,014

13,103
0

13,821,824
454,650

33,015
700

8,197,287
5,907,364

　　　　　流動資産合計 28,427,943 14,289,577 14,138,366
　2. 固定資産
　　⑴　基金
　　　　研究助成事業基金定期預金 202,004,889 202,004,889 0
　　　　基金合計 202,004,889 202,004,889 0
　　⑵　特定資産
　　　　退職給付引当資産 6,977,340 6,464,610 512,730
　　　　創立 40 周年記念事業積立資産 9,000,000 7,000,000 2,000,000
　　　　特定資産合計 15,977,340 13,464,610 2,512,730
　　⑶　その他固定資産
　　　　電話加入権
　　　　淡路建物ビル保証金
　　　　警備保証金

4
6,300,000

50,000

4
6,300,000

50,000

0
0
0

　　　　その他固定資産合計 6,350,004 6,350,004 0
　　　　　固定資産合計 224,332,233 221,819,503 2,512,730
　　　　　資産合計 252,760,176 236,109,080 16,651,096
　
Ⅱ　負債の部
　1. 流動負債
　　　預り金
　　　未払金

562,637
7,780,000

411,459
9,450,000

151,178
△ 1,670,000

　　　　流動負債合計 8,342,637 9,861,459 △ 1,518,822
　2. 固定負債
　　　退職給付引当金 6,977,340 6,464,610 512,730
　　　　固定負債合計 6,977,340 6,464,610 512,730
　　　　負債合計 15,319,977 16,326,069 △ 1,006,092
　
Ⅲ　正味財産の部
　1. 一般正味財産 237,440,199 219,783,011 17,657,188
　　　　正味財産合計 237,440,199 219,783,011 17,657,188
　　　　負債及び正味財産合計 252,760,176 236,109,080 16,651,096
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2. 正味財産増減計算書（令和 2 年 4 月 1 日から令和 3 年 3 月 31 日まで）
（単位：円）

科　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　1. 経常増減の部
　　⑴　経常収益
　　　①　研究助成事業基金運用益
　　　　　研究助成事業基金受取利息 20,255 20,200 55
　　　②　創立 40 周年記念事業資産運用益
　　　　　創立 40 周年記念事業受取利息 700 ― 700
　　　③　受取入会金
　　　　　受取入会金 90,000 240,000 △ 150,000
　　　④　受取会費
　　　　　受取会費 88,560,000 88,490,000 70,000
　　　⑤　受取寄付金
　　　　　受取寄付金 13,091,252 12,700,000 391,252
　　　⑥　事業収益
　　　　　研修セミナー共催金 0 300,000 △ 300,000
　　　　　研修セミナー参加費 0 910,000 △ 910,000
　　　⑦　雑収益
　　　　　受取利息 445 2,029 △ 1,584
　　　　　雑収入 2,692,813 2,000,000 692,813
　　　経常収益計 104,455,465 104,662,229 △ 206,764

　　⑵　経常費用
　　　事業費
　　　　調査研究，普及，教育研修事業 40,250,172 52,306,558 △ 12,056,386
　　　　　給与手当 8,050,859 7,551,276 499,583
　　　　　法定福利費 1,196,096 1,180,635 15,461
　　　　　退職金 0 136,535 △ 136,535
　　　　　人材派遣費 215,424 ― 215,424
　　　　　退職給付費用 205,092 391,312 △ 186,220
　　　　　福利厚生費 40,365 43,728 △ 3,363
　　　　　会議費 8,000 1,284,755 △ 1,276,755
　　　　　旅費交通費 458,180 6,195,780 △ 5,737,600
　　　　　通信運搬費 1,673,760 1,386,613 287,147
　　　　　事務消耗品費 959,404 984,006 △ 24,602
　　　　　印刷製本費 16,714,588 11,400,348 5,314,240
　　　　　水道光熱費 80,883 83,381 △ 2,498
　　　　　家賃 1,685,640 1,796,483 △ 110,843
　　　　　原稿料 1,897,500 1,140,000 757,500
　　　　　講演料 668,220 1,169,385 △ 501,165
　　　　　諸会費 17,964 20,848 △ 2,884
　　　　　警備等委託費 355,765 361,979 △ 6,214
　　　　　ホームページ管理費 411,180 380,032 31,148
　　　　　透析医療費実態調査費 2,807,292 1,911,600 895,692
　　　　　日本臓器移植ネットワーク会費 100,000 100,000 0
　　　　　調査研究費 0 2,205,895 △ 2,205,895
　　　　　研修セミナー開催費 2,346,050 10,578,254 △ 8,232,204
　　　　　研修会等助成費 200,000 1,800,000 △ 1,600,000
　　　　　雑費 157,910 203,713 △ 45,803
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（単位：円）

科　　目 当年度 前年度 増　減

　　　　研究助成事業 24,258,861 23,672,451 586,410
　　　　　給与手当 4,025,428 3,775,638 249,790
　　　　　法定福利費 598,048 590,318 7,730
　　　　　退職金 0 68,266 △ 68,266
　　　　　人材派遣費 107,712 ― 107,712
　　　　　退職給付費用 102,546 195,658 △ 93,112
　　　　　福利厚生費 20,184 21,866 △ 1,682
　　　　　会議費 0 42,516 △ 42,516
　　　　　旅費交通費 50,000 93,920 △ 43,920
　　　　　通信運搬費 115,412 93,828 21,584
　　　　　事務消耗品費 479,702 492,002 △ 12,300
　　　　　印刷製本費 34,816 58,822 △ 24,006
　　　　　水道光熱費 40,442 41,690 △ 1,248
　　　　　家賃 842,820 898,240 △ 55,420
　　　　　謝金 256,151 278,425 △ 22,274
　　　　　諸会費 8,982 10,424 △ 1,442
　　　　　警備等委託費 177,884 184,490 △ 6,606
　　　　　ホームページ管理費 205,590 190,016 15,574
　　　　　研究助成費 17,130,000 16,550,000 580,000
　　　　　雑費 63,144 86,332 △ 23,188

　　　　安全対策事業 8,183,442 9,776,472 △ 1,593,030
　　　　　給与手当 2,012,714 1,887,819 124,895
　　　　　法定福利費 299,024 295,159 3,865
　　　　　退職金 0 34,133 △ 34,133
　　　　　人材派遣費 53,856 ― 53,856
　　　　　退職給付費用 51,273 97,829 △ 46,556
　　　　　福利厚生費 10,092 10,933 △ 841
　　　　　会議費 0 978,232 △ 978,232
　　　　　旅費交通費 25,000 958,220 △ 933,220
　　　　　通信運搬費 86,820 98,226 △ 11,406
　　　　　事務消耗品費 239,851 246,001 △ 6,150
　　　　　印刷製本費 736,148 29,411 706,737
　　　　　水道光熱費 20,221 20,845 △ 624
　　　　　家賃 421,410 449,120 △ 27,710
　　　　　諸会費 4,491 5,212 △ 721
　　　　　警備等委託費 88,942 92,245 △ 3,303
　　　　　講演会費 0 1,198,890 △ 1,198,890
　　　　　講演料 0 111,370 △ 111,370
　　　　　原稿料 198,744 ― 198,744
　　　　　ホームページ管理費 758,945 166,508 592,437
　　　　　システム管理費 2,479,339 2,349,893 129,446
　　　　　災害発生時対応諸経費 665,000 666,000 △ 1,000
　　　　　雑費 31,572 80,426 △ 48,854
　　　　事業費計 72,692,475 85,755,481 △ 13,063,006

　　　管理費
　　　　　給与手当 6,038,143 5,663,457 374,686
　　　　　法定福利費 897,072 885,476 11,596
　　　　　退職金 0 102,400 △ 102,400
　　　　　人材派遣費 161,568 ― 161,568
　　　　　退職給付費用 153,819 293,486 △ 139,667
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（単位：円）

科　　目 当年度 前年度 増　減

　　　　　福利厚生費 30,275 32,798 △ 2,523
　　　　　会議費 73,020 738,568 △ 665,548
　　　　　常任理事会費 1,003,931 3,940,213 △ 2,936,282
　　　　　理事会費 258,300 2,096,767 △ 1,838,467
　　　　　総会費 1,290,538 931,578 358,960
　　　　　謝金 100,233 ― 100,233
　　　　　旅費交通費 36,520 578,060 △ 541,540
　　　　　通信運搬費 173,117 140,741 32,376
　　　　　事務消耗品費 719,553 738,004 △ 18,451
　　　　　印刷製本費 52,223 88,233 △ 36,010
　　　　　水道光熱費 60,662 62,536 △ 1,874
　　　　　家賃 1,264,230 1,347,361 △ 83,131
　　　　　会計委託費 1,100,000 1,090,000 10,000
　　　　　警備等委託費 266,825 273,734 △ 6,909
　　　　　租税公課 2,600 1,200 1,400
　　　　　慶弔費 6,600 0 6,600
　　　　　諸会費 13,473 15,636 △ 2,163
　　　　　ホームページ管理費 308,385 285,024 23,361
　　　　　雑費 94,715 129,498 △ 34,783
　　　管理費計 14,105,802 19,434,770 △ 5,328,968
　　　経常費用計 86,798,277 105,190,251 △ 18,391,974
　　　当期経常増減額 17,657,188 △ 528,022 18,185,210

　2. 経常外増減の部
　　⑴　経常外収益
　　　　　経常外収益 0 0 0
　　　　経常外収益計 0 0 0
　　⑵　経常外費用
　　　　　固定資産評価損 0 563,368 △ 563,368
　　　　　　電話加入権評価損 0 563,368 △ 563,368
　　　　　固定資産評価損計 0 563,368 △ 563,368
　　　　経常外費用計 0 563,368 △ 563,368
　　　　　当期経常外増減額 0 △ 563,368 563,368
　　　　　当期一般正味財産増減額 17,657,188 △ 1,091,390 18,748,578
　　　　　一般正味財産期首残高 219,783,011 220,874,401 △ 1,091,390
　　　　　一般正味財産期末残高 237,440,199 219,783,011 17,657,188

Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 237,440,199 219,783,011 17,657,188
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3. 正味財産増減計算書内訳表（令和 2 年 4 月 1 日から令和 3 年 3 月 31 日まで）
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4. 財務諸表に対する注記
⑴　重要な会計方針

1）　退職給付引当金の計上基準
期末退職給与の要支給額に相当する金額を計上することとしている．

2）　リース取引の処理方法
通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている．

⑵　基金，特定資産，その他の固定資産の増減額及びその残高
　　基金，特定資産，その他の固定資産の増減額及びその残高は，次のとおりである．

⑶　基金，特定資産，その他の固定資産の財源等の内訳
　　基金，特定資産，その他の固定資産の財源等の内訳は，次のとおりである．

（単位：円）

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基金
　研究助成事業基金定期預金 202,004,889 0 0 202,004,889

小　　　計 202,004,889 0 0 202,004,889

特定資産
　退職給付引当資産 6,464,610 512,730 0 6,977,340
　創立 40 周年記念事業積立資産 7,000,000 2,000,000 0 9,000,000

小　　　計 13,464,610 2,512,730 0 15,977,340

その他固定資産
　電話加入権 4 0 0 4
　淡路建物ビル保証金 6,300,000 0 0 6,300,000
　警備保証金 50,000 0 0 50,000

小　　　計 6,350,004 0 0 6,350,004

合　　　計 221,819,503 2,512,730 0 224,332,233

（単位：円）

科　　　目 当期末残高
（うち指定正
味財産からの
充当額）

（うち一般正
味財産からの
充当額）

（うち負債に
対応する額）

基金
　研究助成事業基金定期預金 202,004,889 （0） （202,004,889） （0）

小　　　計 202,004,889 （0） （202,004,889） （0）

特定資産
　退職給付引当資産 6,977,340 （0） （0） （6,977,340）
　創立 40 周年記念事業積立資産 9,000,000 （0） （9,000,000） （0）

小　　　計 15,977,340 （0） （9,000,000） （6,977,340）

その他の固定資産
　電話加入権 4 （0） （4） （0）
　淡路建物ビル保証金 6,300,000 （0） （6,300,000） （0）
　警備保証金 50,000 （0） （50,000） （0）

小　　　計 6,350,004 （0） （6,350,004） （0）

合　　　計 224,332,233 （0） （217,354,893） （6,977,340）
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5. 附属明細書
⑴　基金，特定資産，その他の固定資産の明細
　　財務諸表に対する注記（2）に記載している．

⑵　引当金の明細

6. 財産目録（令和 3 年 3 月 31 日現在）

（単位：円）

科　　目 期首残高 当期増減額
当期減少額

期末残高
使用目的 その他

退職給付引当金 6,464,610 512,730 0 0 6,977,340

合　　計 6,464,610 512,730 0 0 6,977,340

（単位：円）

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金　額

（流動資産）
現金預金 現金 手元保管 運転資金として 46,118 

定期預金 三菱 UFJ 銀行 　　　〃 700 
普通預金 りそな銀行 　　　〃 707,866 

三菱 UFJ 銀行 　　　〃 21,311,245 
振替口座 ゆうちょ銀行 　　　〃 6,362,014 

流動資産合計 28,427,943 

（固定資産）
基金 研究助成事業基金

定期預金
三菱 UFJ 銀行 公益目的保有財産であり，運用益を研究

助成事業に使用している
202,004,889

特定資産 退職給付引当資産 三菱 UFJ 銀行 職員退職金の支払財源として積み立てて
いる

6,977,340 

創立 40 周年記念事業
積立資産

三菱 UFJ 銀行 創立 40 周年記念事業の支払財源として
積み立てている

9,000,000 

〈特定資産合計〉 15,977,340 
その他固定資産 電話加入権 共用財産であり，うち 70％ は公益の用に

供し，30％ は管理運営の用に供している
4

淡路建物ビル保証金 （有）淡路建物ビル 〃 6,300,000
警備保証金 セコム（株） 〃 50,000

〈その他固定資産合計〉 6,350,004

固定資産合計 224,332,233 

資産合計 252,760,176 

（流動負債） 預り金 会員 会費（重複納入）の預り分 190,000 
　 職員 源泉所得税の未払い分 199,912 
　  〃 健康保険の未払い分 67,500 

 〃 厚生年金の未払い分 105,225 
　 未払金 研究助成決定者（5 名分） 研究助成費の未払い分 7,780,000 

　 流動負債合計 8,342,637 

（固定負債） 退職給付引当金 職員に対する退職金の支払に備えたもの 6,977,340 

　 固定負債合計 6,977,340 

負債合計 15,319,977 

正味財産 237,440,199 
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監 査 報 告 書 
 

令和３年４月８日 

 

公益社団法人日本透析医会 

会 長 秋 澤  忠 男 殿 

 

公益社団法人日本透析医会 

 

監 事   岩 崎  文 昭    ㊞ 

 

監 事   杉 崎  弘 章    ㊞ 

 

監 事   渡 邊  有 三    ㊞ 

 

私たち監事は、令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの令和２年度における理事の 

職務の執行を監査いたしました。その方法及び結果について、以下のとおり報告いたします。 

 

１．監査の方法及びその内容 

私たち監事は、理事会及び使用人と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に 

努めるとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び使用人等からその職務の執行 

状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び  

財産の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該年度に係る事業報告及びその附属

明細書について検討いたしました。 

さらに、会計帳簿及び関連する書類の調査を行い、当該年度に係る計算書類等（貸借対照表、

損益計算書（正味財産増減計算書）及びこれらの附属明細書並びに財産目録）について検討  

いたしました。 

 

２．監査の結果 

（１）事業報告等の監査結果 

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、当法人の状況を正しく示して 

いるものと認めます。 

② 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は

認められません。 

（２）計算書類等の監査結果 

計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、当法人の財産及び損益の状況をすべての

重要な点において適正に表示しているものと認めます。 

以 上 
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第 2 号議案

役員（理事及び監事）選任の件

令和 3 年度通常総会の終結の時をもって任期満了となる役員（理事 29 名及び監事 1 名）の選任について，下
記の理事 29 及び監事 1 名の候補者を選任していただきたくお願いいたします．

なお，役員の任期は，「令和 3 年 5 月 16 日から令和 5 年度通常総会の終結の時まで」の 2 年間となります．

1. 理事（定数 30 名　候補者 29 名）
［重任］

秋 澤　忠 男 昭和大学医学部内科学講座腎臓内科学部門　客員教授
東 　　仲 宣 特定医療法人財団松圓会　理事長（東葛クリニック病院）
安 藤　亮 一 医療法人社団清湘会　清湘会東砂病院　副院長
伊 藤　孝 史 島根大学医学部附属病院腎臓内科　診療教授
今 田　直 樹 社会福祉法人京都社会事業財団　西陣病院　副院長
太 田　圭 洋 社会医療法人名古屋記念財団　理事長（名古屋記念病院）
加 藤　明 彦 浜松医科大学医学部附属病院血液浄化療法部　病院教授
久木山 厚 子 医療法人社団三村久木山会　理事長（宇土中央クリニック）
久 保　和 雄 医療法人社団昇陽会　高円寺すずきクリニック　顧問
隈 　　博 政 医療法人明楽会　理事長（くまクリニック）
黒 田　重 臣 くろだ明大前クリニック　院長
甲 田　　 豊 医療法人社団甲田内科クリニック　理事長
小 林　真 也 医療法人社団萌生舎　理事長（宮の沢腎泌尿器科クリニック）
酒 井　　 謙 東邦大学腎臓学講座　教授
佐 藤　壽 伸 医療法人宏人会　統括顧問（中央クリニック）
佐 中　　 孜 医療法人社団靭生会　メディカルプラザ市川駅　院長
宍 戸　寛 治 社会医療法人財団石心会　川崎クリニック　院長
鈴 木 都美雄 医療法人鈴木泌尿器科　理事長
土 谷 晋一郎 特定医療法人あかね会　会長（土谷総合病院）
戸 澤　修 平 医療法人社団北辰　理事長（クリニック 1・9・8 札幌）
沼 田　　 明 医療法人尚腎会　高知高須病院　副理事長・名誉院長
百 武　宏 幸 医療法人百武医院　理事長
前 田　憲 志 医療法人有心会　大幸砂田橋クリニック　院長
村 上　秀 一 医療法人三良会　理事長（村上新町病院）
山 川　智 之 特定医療法人仁真会　理事長（白鷺病院）
山 下　達 博 医療法人社団博寿会　理事長（山下医院）
依 藤　良 一 医療法人社団仁成会　仁成クリニック

［新任］
菊 地　　 勘 医療法人社団豊済会　理事長（下落合クリニック）
比 嘉　　 啓 医療法人麻の会　首里城下町クリニック第二　院長

2. 監事（定数 3 名　候補者 1 名）
［新任］

篠 田　俊 雄 つくば国際大学医療保健学部医療技術学科　教授
※定数 3 名のうち 2 名は，令和 2 年度通常総会において選任済み（任期：令和 4 年度通常総会の終結の時まで）
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１. 本誌は，公益社団法人日本透析医会の機関誌であり，

透析医療及び腎不全対策並びにその関連領域の進歩と公

益に寄与することを目的とする．

２. 投稿資格

  筆頭著者は当会の会員とする．ただし，当会の会員以

外の者であっても会誌編集委員会の承認を得た場合には，

この限りでない．

３. 本誌への投稿は，原著，総説，実態調査報告，公募研

究報告，短報，症例報告，編集者への手紙，その他とする．

４. 著作権について

  本誌に掲載後の著作物に関する権利は，公益社団法人

日本透析医会に帰属するものとする．

  論文の内容については，著者が責任を負う．

５. 原稿送付

  原稿は，e-mail 添付による投稿とする（e-mail : info@

touseki-ikai.or.jp）．もしくは，原本 1 部，コピー 2 部及び

原稿データ（図表含む）を収録した電子記憶媒体を簡易書

留便で郵送する．

  （送付先）

　　〒101-0041

　　東京都千代田区神田須田町 1-15-2 淡路建物ビル 2F

　　　　　　公益社団法人日本透析医会事務局

６. 掲載原稿の採否及び順位は，会誌編集委員会で決定する．

７. 編集の都合により，原文の論旨を変えない範囲内で著

者に訂正を求めることがある．

８. 校正は初校のみ著者が行い，誤植の訂正程度にとどめ，

頁数の変更（増減），図版の移動をしない．再校以後は会

誌編集委員会において行う．

９. 原則として掲載料は無料とする．別刷は 30 部までは無

料とし，それを超える分は著者の実費負担とする．

10. 掲載原稿（図表などを含む）は，原則として返還しない．

11. 原稿執筆の要領は次のとおりとする．要領に合わない

場合は著者に修正を求める．

⑴　原稿の長さは，原著，総説及び実態調査報告は 12,000

字，公募研究報告は 8,000 字，短報は 3,200 字，編集者

への手紙は 1,000 字までとする．ただし，図表 1 枚につ

き 400 字を減ずる．

　　なお，症例報告は，以下のとおりとする．

・症例報告は 6,000 字以内とし，要旨（600 字以内），緒

言，症例，考察，結語，倫理的配慮，利益相反，文

献の形式とする． 

・個人情報に配慮し，個人を特定できないよう十分な

匿名化を行う．

・倫理的配慮には，患者及び家族より文書同意を得て

いることを記載する．

・医薬品の適応外使用や未承認治療を行った報告は，

倫理審査を経ていることを記載する．

⑵　原稿は，邦文とし，横書き，口語体，平仮名，当用

漢字，現代仮名使いを使用する．

①　原著として投稿する場合は，要旨（600 字以内），緒

言，対象・方法，結果，考察，結語，利益相反，文

献の形式とする．

②　総説，その他は，特に形式を定めないが，最初に

要旨（600 字以内）を記載する．総説の引用文献は，読

者に教育的で有用なものを選ぶ．

③　いずれの場合も簡略化題名及び 5 語以内のキーワ

ードを記載する．

④　原著，総説，公募研究報告には題名，著者名に英

文を併記する．

⑶　邦文の標題を，図は下方に，表は上方に付ける．表

中では縦線は入れない．各図表には簡潔な説明を付け，

そこに表中で使用されている略語のフルスペルを記載

する．

　　写真は図とする．カラー写真の印刷にかかる費用は，

原則として著者の実費負担とする．

⑷　図表の引用の場合は，著者が出版社の承諾を得てそ

の出典を明らかにする．

⑸　図表は本文中に入れ込まず，挿入箇所を本文中に明

記する．

⑹　外国人名，地名，薬品名は，原語またはカタカナを

用い，明瞭な活字体とする．

　　なお，薬剤名は一般名とし，必要な場合は商標名を

括弧内に記載する．

⑺　度量衡は国際単位（SI）とし，km，mm，L，dL，mL，

kg，g，mg，mEq/L，mg/dL などを用い，数字は算用

数字（1，2，3 など）を用いる．

⑻　略語を使用する場合には，初出の箇所で正式名称を

用いた後に括弧書きでフルスペルを記載し，略語を定

公益社団法人日本透析医会雑誌投稿規程
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義する．要旨にも略語を用いることができるが，本文

で同じ略語を用いる場合においても，本文の初出時に

再度定義する．

　（例）　慢性腎臓病（chronic kidney disease;  CKD）

⑼　引用文献数は，原則として 30 以内とし，本文の引用

箇所に順次番号を付し，本文の末尾に一括して，次の

形式に従い引用順に記載する．

①　書籍は，著者名（3 名までは全員記載，4 名以上の場

合は 3 名まで記載し，以下は「他」，または「et al.」

として省略）著者名：論文名．編者名．書籍名．所

在地：出版社名，発行年（西暦）； 頁（始頁-終頁）の順

に記載する．

　（例）　浅野　泰：透析低血圧の病因．長澤俊彦，河

辺香月，伊藤克己，他編．Annual Review 腎臓 1998．

東京：中外医学社，1998； 148-153．

②　雑誌は，著者名（3 名までは全員記載，4 名以上の場

合は 3 名まで記載し，以下は「他」，または「et al.」

として省略）著者名：論文名．雑誌名　発行年（西

暦）； 巻：頁（始頁-終頁）の順に記載する．

　（例）　Manto A, Cotroneo P, Marra G, et al. : Effect of 

intensive treatment on diabetic nephropathy in patients 

with type I diabetes. Kidney Int 1995;  47 : 231-233.

　　雑誌名は略名（外国雑誌は Index Medicus，邦文雑

誌は出典雑誌の定める略名）で記載する．ただし，

種々の学会の「予稿集」は，引用文献としては認め

られない．（抄録が学会誌の一部として公表されてい

る場合は可）

③　電子ジャーナルの引用は，雑誌に準じ最後に，論

文番号．doi：（アクセス日）を付記する．

④　インターネット上の資料は，著者名等「タイトル」

URL（アクセス日）の順に記載する．

　（例）　厚生労働省「医薬品の薬価収載等について」

http://www.mhlw.go.jp/shingi/2009/01/dl/s0114-7a.

pdf（2009/2/12）

12. 倫理

⑴　ヒトを対象とする調査研究は，世界医師会によるヘ

ルシンキ宣言を基礎とし，「人を対象とする医学系研究

に関する倫理指針」を遵守すること．その他，「ヒトゲ

ノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」，「研究機関

等における動物実験等の実施に関する基本指針」等，

最新の文部科学省・厚生労働省の医学研究に関する倫

理指針に準拠していることを論文中に明記する．また，

倫理委員会より承認を得た場合は，その旨及びその承

認番号を論文中に明記する．

⑵　診療報酬制度で認められていない治療法を用いた臨

床研究については，その旨及び患者の同意を書面によ

り得たことを論文中に明記する．

13. 利益相反

  著者は，論文の研究について利益相反状況を開示しな

くてはならない．自己申告による「日本透析医会雑誌：

自己申告による利益相反（COI）報告書」（別紙 1）を提出す

る．また，本文の末尾にも記載する．申告すべきものが

ない場合は，「利益相反自己申告：申告すべきものなし」

と記載する．

  共著者がいる場合，筆頭著者は論文提出時に全員の出

版合意「筆頭著者ならびに共著者の同意書」（別紙２）及

び「日本透析医会雑誌：自己申告による利益相反（COI）

報告書」を取りまとめて提出する．

14. 多重投稿（出版），盗用，及び捏造

  多重投稿（出版），盗用，及び捏造が認められた場合には，

掲載を取り消すことがある．

  総説などにおいて，すでに投稿（出版）された論文と内

容・構成が著しく重複する場合には，投稿の際にその旨

を会誌編集委員会に申告する．また，新たに加筆修正さ

れたものであれば，その旨を論文末尾に記載する．その

論文を多重投稿（出版）とみなすか否かは会誌編集委員会

で決定する．

附則

１. 本規程は，平成 31 年 2 月 22 日から施行する．

  （平成 31 年 2 月 22 日理事会決議）

附則

１. 本規程は，令和 2 年 2 月 28 日から施行する．

  （令和 2 年 2 月 28 日理事会決議）

附則

１. 本規程は，令和 3 年 2 月 26 日から施行する．

  （令和 3 年 2 月 26 日理事会決議）
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別紙１ 

 
日本透析医会雑誌：自己申告による利益相反（COI）報告書 

 

 

（著者全員について，投稿又は発表時点の前の年から過去３年間分及び投稿又は発表時点までの期間を

対象に、発表内容に関係する企業・組織又は団体との利益相反状態を１人ずつ，１年ごとに責任著者

が取りまとめて提出） 

 

申告期間：    年  月  日 ～     年  月  日 （年は１月１日～12 月 31 日とする．） 

 

著 者 名：  

 

論文題名： 

（本報告書は，申告日より５年間保管されます．） 

 

（申告日）       年    月    日 

 

 

    申告者 （署名捺印）                             ○印 

項  目 
該当の 

状況 
有であれば，著者名：企業名などの記載 

① 役員，顧問等の報酬額  
（１つの企業・団体から年間 100 万円以上） 

有 ・ 無  

② 株式の利益 
（１つの企業から年間 100 万円以上，あるいは当該株式の５％ 

以上保有） 

有 ・ 無 

 

③ 特許使用料 
（１つにつき年間 100 万円以上） 

有 ・ 無 

 

④ 講演料 
（１つの企業・団体からの年間合計 50 万円以上） 

有 ・ 無 

 

⑤ 原稿料 
（1つの企業・団体からの年間合計 50 万円以上） 

有 ・ 無 

 

⑥ 研究費・助成金などの総額 
（１つの企業・団体からの研究経費を共有する所属部局（講座， 

分野あるいは研究室など）に支払われた年間総額が 100 万円以上） 

有 ・ 無 

 

⑦ 奨学（奨励）寄付金など総額 
（１つの企業・団体からの奨学寄付金を共有する所属部局 （講座， 

分野あるいは研究室など）に支払われた年間総額が 100 万円以上） 
有 ・ 無 

 

⑧ 企業などが提供する寄附講座 
（企業などからの寄附講座に所属している場合に記載） 

有 ・ 無 

 

⑨ 研究，著作等とは無関係な旅費，贈答品などの受
領（1つの企業・団体からの年間 5万円以上）  

有 ・ 無 
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別紙２ 

 

年   月   日 

 

筆頭著者ならびに共著者の同意書 

日本透析医会 会誌編集委員会委員長 殿 

 

 

論文カテゴリー：該当欄に☑を記載 

□原 著        □総説（研修セミナー講演報告書を含む．） 

□実態調査報告     □委員会・会議報告書     □公募研究助成報告 

  □短報         □症例報告          □支部の特別講演抄録 

  □支部だより      □編集者への手紙        □その他 

 

 

 タイトル：                                 

 

 

筆頭著者氏名（自筆）：                  

 

 

代表著者氏名（筆頭著者と同じ場合は記載不要）：                

 

 

上記論文の日本透析医会雑誌への掲載にあたり，論文の内容と投稿に同意すること，また 

著作物に関する権利は公益社団法人日本透析医会に帰属することなどについて，共著者全員 

の同意を得ていることを証明するため，共著者全員の自筆署名を提出いたします． 

 

共 著 者 氏 名 署名日（   年  月  日） 

1．  

2．  

3．  

4．  

5.  

6.  

7.  

8.  

9.  

10.  

（共著者が10名を超える場合には余白に記載してください．） 
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Corona 禍（感染者増加・医療逼迫・Vaccine 接種・Olympic 問題，等）にあり，COVID-19 につ
いてはすでに数多くの情報（本号でも多くの Corona 関連論文掲載）があふれていますので，ここ
ではあえて触れないことに致します．平時に有事の対応を準備する必要性を痛切に感じていますが，
夏季の今，気になった冬季の news があります．

昨冬は Corona 禍と同時に，大雪（異常気象）の被害も大きく報道されました．昨年末には日本
海側を中心とした大雪の影響で，東北・信越地域の高速道路が通行止めとなり，IC 間に多くの車
が足止めになった news は，未だ記憶に残っているところです．（本誌が出版される頃には遠い昔
の話？）TV でこのような news に接するたびに「豪雪地帯や台風・水害に見舞われた地域の透析
患者はどうされているのだろうか？」と心配する次第です．都会での透析医療しか知らない筆者と
しては，災害に見舞われた患者・対応する医療関係の staff 等に頭が下がる思いがします．大雪の
心配のない今こそ，しっかりとした対策を準備しておきたいところです．

大雪でもう一つ．教育現場では知られた話であるそうですが，北国の授業で「氷が溶けると何に
なりますか？」という問いに対して，多くの生徒は「水になる」と答えた．一番前にいた生徒がポ
ツリと「春になります．」と答えた話．その授業が理科なら ×，国語なら 〇 になりそうですが，
筆者は両方とも 〇 で良いと思っています．若者の digital 思考にどうにか対応し，analogue 思考の
筆者としては，一般的な思考に囚われないこの話を常に念頭に入れておくべきものと思っています．

本号も数多くの興味深い論文（医療安全対策 5 編・臨床と研究 7 編，等）を掲載することができ
ました．執筆者の先生方には深謝致します．会員の先生方には是非一読し，明日の臨床現場に役立
てていただければ幸いです．

Vaccine 接種が行き渡り，Corona 禍が早期に収束することを強く希望致します．

会誌編集委員長　久 保 和 雄　

編 集 後 記
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小岩　文彦 佐藤　壽伸　 　　　　

篠田　俊雄 原田　孝司　 　　　　
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